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千葉市男女共同参画センター 
 



 

男女共同参画センターでは、千葉市男女共同参画ハーモニー条例の基本理念及

び「ちば男女共同参画基本計画・第４次ハーモニープラン」に基づいて、男女共同参

画社会の実現に向けた以下の５つの事業を積極的に推進しています。 

 

（１）調査・研究事業 

男女共同参画を進めるために調査や研究を行っています。 

 

 

（２）情報収集提供事業 

男女共同参画推進に関連する様々な情報の収集・提供 

男女共同参画センター内の情報資料センターでは、男女共同参画と福祉関係の図

書やビデオがあり、一般の方に向けての貸出業務を行っています。 

 

 

（３）相談事業 

男女共同参画センター内のハーモニー相談室では、女性の相談員による女性

の生き方全般の相談を行っています。家族のこと、就職や職場に関すること、健康

のこと、将来のこと、人間関係などさまざまな悩みや問題をかかえた女性の相談を

受け付け、問題解決の支援を行っています。また、男性相談員による男性電話相

談も行っています。 

 

 

（４）研修・学習事業 

男女共同参画への認識と理解を深めるために、時代に沿った内容を取り入れた 

各種講座を実施し、学習の機会を提供しています。 

 

 

（５）交流啓発事業 

団体などの交流・イベント・ネットワークの支援事業などの実施 

男女共同参画センターでは、交流啓発事業として、男女共同参画センターまつりや、

ちば男女・みらいフォーラムのほか、各種イベント、情報誌「みらい」の発行などを

行っています。 
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１ 設置目的 

 

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い性別に関わりなく、その個性と能力を十分 

に発揮することが出来る「男女共同参画社会」の実現をめざす活動拠点施設として設置する。 

 

 

２ 設置経緯 

  

   平成 ３年度 千葉市女性問題懇話会より建設の提言が出される 

                千葉市第５次５か年計画に位置付けられる 

   平成 ４年度 建設に係わる基本調査を実施 

  平成 ５年度 設計について公募２段階設計競技とすることに決定 

                 基本計画策定 

   平成 ６年度 設計競技を実施 

                 基本設計を開始 

                 用地を取得 

  平成 ７年度 実施設計を開始 

  平成 ８年度 建設工事を開始 

  平成１０年度 愛称・シンボルマークを公募 

  平成１１年度 モニュメントを公募 

                 工事竣工 

                 １２月「千葉市女性センター」開設 

  平成２３年度 ４月「千葉市男女共同参画センター」に名称を変更 

 

 

３ 機能 

 

  男女平等をめざす市民の方の様々な活動や学習を支援するため、また女性・男性がお互いを認め 

  合い、共に生きる社会を実現するため当センターは次の５つの機能をもって事業を推進する。 

 

 １．調査機能        男女共同参画を進めるための調査や研究 

 ２．情報機能        男女共同参画に関連する様々な情報の収集・提供 

 ３．相談機能        専門員による各種相談 

 ４．研修機能        男女共同参画への認識と理解を深めるための各種講座・イベントの実施 

 ５．交流機能        団体などの交流・ネットワークの支援などの事業の実施 

 

※ 上記の機能以外に一般の方に向けた施設貸出業務を有料（一部無料）にて行う。 
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４ 施設の概要 

 

   施設形態 福祉関連施設との複合 

   敷地面積 １４，１８０.１４㎡ 

   延床面積 １４，１８５㎡ 

（福祉関連施設／６，１６２㎡・男女共同参画センター／３，７９０㎡・その他共用部分《地下・塔屋他》４，２３３㎡）  

   構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上３階・地下１階 

 

※当センターは福祉関連施設との複合施設「千葉市ハーモニープラザ」のため、敷地面積及び 

構造については複合施設全体のものである。 

 

 

５ 組織図 

  

 ［公益財団法人千葉市文化振興財団］ 

 

  理事長   副理事長   常務理事(事務局長)                

                                                   

総務管理課        市民会館 

                  企画事業課          文化センター 

                               アーツステーション室 

            男女共同参画センター 

 

＜男女共同参画センター職員数＞ 

    名 誉 館 長     １名（非常勤） 

  館    長    １名（副理事長兼） 

    副 館 長           １名 

    主 査           １名 

    副  主  査      ２名 

  主 任 主 事         ２名 

  有 期 雇 用    ３名 

    嘱 託 職 員           ４名（情報資料センター担当：司書１名） 

                        （ハーモニー相談担当：相談員３名） 

    非常勤職員    １３名（情報資料センター担当：６名） 

                        （施設予約受付担当：４名） 

             （託児担当：３名） 

   計          ２８名 

 

※ 平成２８年 4 月 1 日から平成３０年 3 月 31 日までの期間、千葉市ハーモニープラザ管理運営に

関し、千葉市ハーモニープラザ管理運営共同事業体（(社福)千葉市社会福祉事業団、(社福)千葉市社

会福祉協議会、(公財)千葉市文化振興財団）として、千葉市から指定管理者の指定を受けている。 
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６ 管理運営 

 

（１）開館時間 

火～土曜日  ９：００～２１：００ 

日曜日      ９：００～１７：１５ 

 

 

（２）休館日 

毎週月曜日・祝日・年末年始 

 

（３）利用方法 

①施設の予約 

イベントホールは６か月先まで、その他の施設は３か月先まで予約を受付け、毎月初め 

にそれぞれ６か月・３か月先の１か月分の抽選を行っている。抽選の月の９日以降、空いてい

る施設については、利用日の前日まで随時先着順にて予約を受付けている。 

  ア 抽選申込期間 

     毎月１日～７日 

  イ 本予約手続き期間 

     毎月 9 日～２２日 

        ②抽選申込・予約方法 

          ・ 窓口 

          ・ インターネット 

        ③予約の変更と取り消し 

本予約後に使用内容を変更する場合や使用を取消す場合は、使用許可書と申込者の身分証

明書、印鑑を持参し、手続きを行う。 

イベントホールは使用日の３０日前まで、その他の施設は使用日の７日前までに取消しの 

届出をした場合及び変更を申請し承認した場合は、使用料金の８割を還付する。 
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（４）施設別面積・設備及び定員一覧表 

 

施設名 面積（㎡） 定員（人） 設備 

交流コーナー １２２ － メールボックス・コインロッカー 

展示コーナー ５６ － 展示パネル１４枚 展示ケース 

情報資料センター       ６０４ － 
インターネット端末 6 台・図書検索システム端末

1 台・映像視聴ブース３席 

研修室 A １       ７５ ５４ 
プロジェクター・ダブルカセットデッキ・ＣＤ／

MD デッキ・ビデオ／ＤＶＤデッキ 

研修室 A ２       ５０ ２７ 
プロジェクター・ダブルカセットデッキ・ＣＤ／

MD デッキ・ビデオ／ＤＶＤデッキ 

研修室 A ３       ４２ ２０ 
プロジェクター・ダブルカセットデッキ・ＣＤ／

MD デッキ・ビデオ／ＤＶＤデッキ 

創 作 室       ８７ ３６ 電動糸鋸２台・卓上ボール盤２台・各種道具類 

料理実習室A       ８７ ３０ 料理台７台（講師用含む）・各種食器類 

和 室 １       １０畳 １５ 座卓 2 脚 

和 室 ２       １０畳 １５ 座卓 2 脚 

茶 室 １       ４.５畳 － 各種茶道具 

茶 室 ２       ３畳 － 各種茶道具 

スタジオ A       ６９ ３０ キーボード 

託 児 室       ７０ － おもちゃ・絵本 

イベントホール       ３５０ 
２００ 

（親子室８）  

プロジェクター・スクリーン・CD／ＭＤデッキ・

ダブルカセットデッキ・ビデオ／ＤＶＤデッキ・

演台・グランドピアノ・音響反射板・はね返りス

ピーカー・ボーダーライト・サスペンションライ

ト・アッパーホリゾントライト・フロントサイド

スポットライト・シーリングライト・ピンスポッ

トライト・所作台 

ﾌ ｨ ｯ ﾄ ﾈ ｽ ﾙ ｰ ﾑ       １６９ ２０ 
エアロバイク７台・エアロクライム２台 他 

シャワールーム３室 
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（５）施設別貸出状況一覧表 

［有料施設］ 

           区分 

施設 
利用件数 利用人数 

利用可能 

日数（Ａ） 

利用日数 

（Ｂ） 

利用率 

（Ｂ／Ａ） 

研 修 室 Ａ １        ２３３ ７，６０６ ２９８ １９７ ６６．１% 

研 修 室 Ａ ２        ３３５ ４，２６９ ２９８ ２３３ ７８．２% 

研 修 室 Ａ ３        １６４ １，６３０ ２９８ １３７ ４６．０% 

ス タ ジ オ Ａ        ２７２ ３，８２２ ２９８ ２０３ ６８．１% 

創 作 室        １３６ ２，１３２ ２９８ １０８ ３６．２% 

料理実習室Ａ        ５７ １，０４６ ２９８ ５７ １９．１% 

和 ・ 茶 室 １ ２１０ １，９４５ ２９８ １９１ ６４．１％ 

和 ・ 茶 室 ２ ７１ ７７９ ２９８ ６９ ２３．２％ 

ﾌ ｨ ｯ ﾄ ﾈ ｽ ﾙ ｰ ﾑ        ２９３ ８，１９２ ２９８ ２８９ ９７．０% 

イベントホール １６８ １７，９３０ ２９８ １５０ ５０．３% 

計 １，９３９ ４９，３５１ ２，９８０ １，６３４ ５４．８% 

 

［無料施設］ 

           区分 

施設 
利用件数 利用人数 

利用可能 

日数（Ａ） 

利用日数 

（Ｂ） 

利用率 

（Ｂ／Ａ） 

託 児 室       ３７２ １，９７５ ２９８ ２１４ ７１．８％ 

展示コーナー ２３６ ７，２１０ ２９８ ２３６ ７９．２％ 

計 ６０８ ９，１８５ ５９６ ４５０ ７５．５％ 

 

 

 

（６）月別貸出件数及び利用人数一覧表 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 計 

件

数 
203 190 219 233 170 209 244 237 205 200 222 215 2,547 

人

数 
4,240 4,074 4,937 5,085 3,712 4,839 5,759 5,858 5,144 4,218 5,743 4,927 58,536 
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７ 調査研究事業 

平成２８年度は以下の調査・研究を実施した。 

 

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する意識調査」 

 

（１）目的 

本調査は、一人ひとりの能力の発揮につながる仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラ

ンス）に関して、市民の意識と実態を把握し、男女共同参画社会実現のための施策や事業に

反映させることを目的とする。 

 

（２）調査対象・方法 

千葉市在住の２５歳以上４５歳未満の 3,000人（男女各 1,500人）を対象に、アン 

ケートを実施した。回答は多肢選択及び自由記述とし、配票及び回収は郵送にて行った。 

 

（３）実施期間 平成２８年８月３０日～９月１６日 

 

（４）調査内容 

調 査 項 目 質 問 内 容 

フェイス Ｆ１  性別 

Ｆ２  年代 

Ｆ３  職業形態 

Ｆ３－１仕事に従事している時間 

Ｆ４  結婚の有無 

Ｆ５  配偶者の職業形態 

Ｆ５－１配偶者の仕事従事時間 

Ｆ６  家族構成 

Ｆ６－１最年少の子どもの成長段階 

「男女共同参画社

会」と「仕事と生

活の調和」 

問１  「男女共同参画社会」と「仕事と生活の調和」という言葉の認知度 

問２  「仕事」、「家庭」、「自分の時間」の満足度 

問３  女性が働くことについて 

育児と介護 問４  育児休業・介護休業の取得経験 

問５  男性が育児休業を取得することについて 

問６  男性が育児休業を取得しない・するのが難しい理由 

問７  将来介護をする時の不安の有無 

問８  介護の不安の内容 

問９  仕事と介護の両立に対する考え 

問 10 仕事と介護の両立に直面した場合の課題 

問 11 企業における仕事と介護の両立支援として重要だと思うこと 

仕事について 問 12  仕事に対する意欲 

問 13  職場の現状 

問 14  現在仕事に就いていない理由 

問 15  今後の就労意思 

家庭生活について 問 16 家庭での役割分担 

仕事と生活の調和

のために今後取り

組むべき内容 

問 17 各分野の男女の地位 

問 18 性別役割分担意識について 

問 19 ワーク・ライフ・バランスのために取り組むべき内容 

自由意見 自由意見 

 

（５）アンケート回収結果 回  収  数  １，０２２件（回収率  ３４．１％） 

               有効回答数    ９６３件（有効回答率３２．１％） 

 

（６）報告書 仕様 Ａ４版、１色刷、本文１１５頁（表紙、目次を除く）、発行部数１５０部 
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「みんなで考えよう！避難所のこと 

男女共同参画の視点で避難所運営を実践するための情報・ヒント集」作成 

 

（１）目的 

   男女共同参画の視点から、さまざまな立場の人たちに配慮した防災・被災者支援について考

える際の参考となるよう情報・ヒント集を作成した。避難所開設・運営訓練及び各地区の避難

所運営委員会で作成したマニュアルの見直しを行う際に活用してもらう。 

 

（２）内容  

   ① 避難所での生活で困ることは？ 

② 避難所の責任者には男女両方を配置しましょう！ 

③ 誰もが安全・安心な避難所レイアウト 

④ 避難所で起こるさまざまな問題と対策 

⑤ 配慮が必要な人々のニーズを聞く 

⑥ 避難所運営委員会の取組事例 

⑦ 男女共同参画の視点を入れた避難所運営訓練 

⑧ お役立ち情報一覧 

⑨ 巻末付録 非常時の持出品・備蓄品チェック表（妊産婦・乳幼児用） 

          避難所チェックシート 

  

（３）仕様 Ａ４版カラー刷、１３ページ 

 

（４）発行部数 ２，０００部 

 

（５）協力 減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表 浅野幸子 

      千葉市総務局防災対策課 
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８ 情報収集提供事業 

 

（１）目的 

男女共同参画社会と健康福祉都市の実現を目指し、さまざまな活動している市民を支援する 

目的で、男女共同参画と福祉に関する情報を収集し、提供を行う。 

 

（２）内容 

男女共同参画・福祉に関する図書、国・地方自治体や他市施設の刊行物、新聞・雑誌、ビデ 

オ・ＤＶＤなど、各種の資料を収集し、提供している。また、資料探索への協力、読書相談な 

ど、学習活動の支援を行っている。 

           その他、インタ－ネットを通じた情報提供を行っている。 

 

（３）利用時間 

火～土曜日   ９：００～２１：００ 

日曜日       ９：００～１７：１５ 

 

（４）利用方法 

利用者登録をした方に資料の貸出を行っている。 

 

（５）貸出 

図書・雑誌   １０冊まで２週間 

ＡＶ資料     ２本まで２週間 

行政資料     貸出は行っていない 

 

（６）返却 

①情報資料センター 受付カウンター 

②ブックポスト 

      ③千葉市民会館 受付カウンター 

      ④千葉市文化センター ４階受付カウンター 

      ※③④は９月１日から増設 年末年始を除く 9:00～18:00 

 

（７）貸出延長 

１つの資料につき、他に予約が入っていない場合、１回だけ返却日の延長が可能。 

メールでの延長も可能（９月１日からスタート）。 

 

（８）インターネット端末利用 

「男女共同参画」と「福祉関連」の情報収集のために６台の端末（内１台は障害者対応）を

設置している。 

利用にあたっては利用者登録が必要であり、カウンターで利用手続きを行い、１人原則２時 

間までの利用としている。 
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  （９）情報資料センター所蔵資料 

                                                  （平成２９年３月３１日） 

図  書 政府・行政関係資料 逐次刊行物 ＤＶＤ・ＶＴ・ＣＤ 

53,521冊 4,672冊 5,039冊 
1,108本 

63,232冊 

                       

   （１０）日本十進分類法類目別蔵書数（図書）            （冊） 

０  総 記 １ 哲 学 ２ 歴 史 ３ 社会科学 ４ 自然科学 ５ 技 術 

1,068 2,182 3,190 23,553 4,135 3,286 

６ 産 業 ７ 芸 術 ８ 言 語 ９ 文 学 その他 合    計 

699 2,236 598 10,741 1,833 53,521 

   

 （１１）月別入館者数及び貸出人数及び貸出冊数一覧表 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計 

入館者数

（人） 
4,222  4,261  5,082  6,242  6,339  5,212 5,689  5,882 6,122 6,407  6,604  6,147  68,209 

貸出人数

（人） 
522 525 562 606 531 513 534 527 474 528 561 594 6,477 

貸出冊数 

（冊） 
1,976 1,763  1,890  2,085 1,871 1,755  1,806  1,827 1,840  1,926  2,051  2,152  22,942  

 

（１2）月別インターネット端末及び閲覧席利用人数一覧表 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計 

インター 

ネット端末

（人） 
253 231 259 337 326 313 292 238 239 294 282 295 3,359 

閲覧席 

（人） 
412 536 666 830 902 769 823 694 720 733 703 645 8,433 

 

（１3）特集コーナー テーマ 

４月・５月・6月 LGBT 理解のために ～性の多様性を考える本～ 

７月・8月・9月 
男女共同参画週間企画  

知っていますか？女性と選挙・女性と政治～女性参政権行使 70年～ 

10月・11月・12月 
自伝で出会う・世界の女性 50人 ～あの女性（ひと）の声が聴きたい！

資料提供：国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

1月・2月・3月 情報資料センター テーマいろいろ！なんでも☆あれこれベスト本～ 
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９ 相談事業 

 （１） ハーモニー相談（女性） 

      ① 目的 

            女性の生き方全般の相談を行っている。家族のこと、就職や職場に関すること、健 

康のこと、将来のこと、人間関係など、さまざまな悩みや問題を抱えた女性の相談を 

受け付け、問題解決の支援を行っている。 

 

      ② 相談方法 

            原則的に事前予約制で、１回の相談時間は５０分。専門の相談員が電話または面談 

           により相談を行っている。 

 

      ③ 相談日 

           火～金曜日  １０：００～２０：００ 

           土・日曜日  １０：００～１６：００ 

 

      ④ 相談者数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 合計 

154 145 157 149 143 169 150 161 146 137 145 186 1,842 

    

      ⑤ 相談内容（延べ件数） 

内 容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 計 

自 分 305 270 319 291 279 306 295 308 305 275 293 360 3,606 

夫婦・

男女 
150 125 128 123 166 176 150 157 106 97 131 167 1,676 

心と体   168 138 172 189 168 163 201 186 181 167 174 212 2,119 

家 庭   86 97 100 107 111 124 128 115 84 95 103 134 1,284 

学校・

仕事 
23 15 31 24 25 27 20 26 21 17 30 26 285 

経済・

社会 
14 13 7 11 13 21 15 18 21 19 23 33 208 

計 746 658 757 745 762 817 809 810 718 670 754 932 9,178 

 

      ⑥ ＤＶ相談延べ件数 

内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 合計 

ﾊﾟｰﾄﾅｰか

らの暴力 
44 37 36 34 42 60 53 53 34 32 39 55 519 

うちケース相談 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 4 

相談・情報提供 

のみ 
44 36 35 34 41 60 53 52 34 32 39 55 515 

他機関へ

の引継 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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（２）男性相談 

      ① 目的 

            男性の相談を行っている。家族のこと、就職や職場に関すること、生き方、人間関

係、心や体の悩みなどさまざまな悩みや問題を抱えた男性の相談を受け付け、問題解

決の支援を行っている。 

 

      ② 相談方法 

            １回の相談時間は２０分程度。 

            電話により男性相談員が相談を行っている。 

 

      ③ 相談日 

           金曜日  １８：３０～２０：３０ 

            

      ④ 相談者数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 合計 

14 17 17 18 14 15 14 14 7 11 11 14 166 

       

⑤ 相談内容（延べ件数） 

内 容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 計 

夫 婦 4 6 1 1 2 5 2 1 2 5 1 0 30 

家 族 1 2 1 0 1 3 2 3 0 0 0 1 14 

生き方 6 10 10 15 7 9 9 10 4 2 7 12 101 

こころ 6 12 12 9 2 5 7 5 2 4 7 8 79 

からだ 6 5 4 0 1 1 2 3 1 4 2 4 33 

人間関係 2 2 4 1 4 4 0 2 2 1 1 1 24 

仕事・ 

学校 
7 6 1 4 6 1 3 2 0 0 2 0 32 

暮らし 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

その他 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3 

計 32 45 33 30 23 29 25 27 11 16 20 27 318 

 

⑥ ＤＶ相談延べ件数 

内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月   １１月   １２月   １月 ２月 ３月 合計 

ﾊﾟｰﾄﾅｰか

らの暴力 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾊﾟｰﾄﾅｰへ

の暴力 
2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 

その他の

ＤＶ 
0 0 0 0 0 ２ 0 0 0 0 0 0 2 
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１０ 研修・学習事業 

男女共同参画社会実現に向けての各種講座（４３講座９８回）を実施し、学習の機会を提供した。 

 

 
※性別記載なしの講座があるため、受講者数に比べ男女別人数が３２人少なくなっている。 

受講者数 女性 男性

１．男女共同参画講座Ⅰ（LGBTを受けとめるには） 3 30 28 32 － －

２．男女共同参画講座Ⅱ（女性の活躍推進を阻む要因は何か） 3 90 40 31 29 2

３．女性のためのエンパワメント講座 3 25 31 30 30

４．アサーティブ・トレーニング講座 3 30 31 26 24 2

５．男女共同参画入門講座Ⅰ（JAF千葉支部共催） 1 110 30 80

６．男女共同参画入門講座Ⅱ（青少年の日イベント）　　 1 12 52 10 10

７．男女共同参画入門講座Ⅲ（千城台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ共催）　 1 24 28 22 22

８．男女共同参画入門講座Ⅳ（淑徳大学） 1 115 34 81

９．男女共同参画入門講座Ⅴ（千葉青果株式会社） 1 64 6 58

１０．若者のためのｱｻｰﾃｨﾌﾞ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ講座（千葉市教育センター） 1 15 6 9

１１．若者のためのＤＶ予防講座Ⅰ（ちば愛犬動物フラワー学園） 1 173 149 24

１２．若者のためのＤＶ予防講座Ⅱ（中央介護福祉専門学校） 1 23 12 11

１３．若者のためのＤＶ予防講座Ⅲ（淑徳大学） 1 17 9 8

１４．若者のためのＤＶ予防講座Ⅳ（千葉女子専門学校）　　 1 170 170

１５．若者のためのＤＶ予防講座Ⅴ（幕張中学校） 1 127 64 63

１６．イクメン出張講座（たかし保育園） 1 12 7 5

１７．男性のための料理講座Ⅰ 1 12 25 12 12

１８．男性のための料理講座Ⅱ 2 24 56 25 7 18

１９．男性のための料理講座Ⅲ 1 12 33 12 12

２０．女性のための子育て講座Ⅰ 3 30 34 29 29

２１．女性のための子育て講座Ⅱ 3 12 25 12 12

２２．男性のための介護講座 3 30 16 16 2 14

２３．女性のための就職応援講座 2 30 18 15 15

２４．女性のための起業準備講座 2 30 30 25 25

２５．働く人のメンタルヘルス講座 3 30 36 31 26 5

２６．働く人が知っておきたい基礎知識講座 3 30 11 9 7 2

２７．働く女性のパワーアップセミナー 1 20 10 7 7

２８．働く人のためのアンガーマネジメント 1 30 25 23 16 7

２９．女性のための健康講座Ⅰ 2 30 28 27 27

３０．女性のための健康講座Ⅱ 2 30 56 38 38

３１．女性のための自己防衛講座Ⅰ 2 20 21 18 18

３２．女性のための自己防衛講座Ⅱ 2 20 17 14 14

３３．子どものための健康セミナー〈CAP〉(ﾁｬｲﾙﾄﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ保育園) 4 46 33 13

教養１（１） ３４．文学に学ぶ生き方講座 1 54 93 49 44 5

３５．市民企画講座Ⅰ（すぐ使える！体験して学ぶマナー講座） 2 24 27 22 18 4

３６．市民企画講座Ⅱ（びーらぶプログラム（地域版）） 3 53 40 37 33 4

３７．ファシリテーター養成講座 4 30 42 30 21 9

３８．託児ボランティア養成講座 10 20 21 20 18 2

３９．フォーラム実施講座 3 30 39 36 32 4

４０．女性のための防災ライセンス講座（市防災対策課共催） 2 40 14 14 14

４１．防災ワークショップ 2 30 54 33 21 12

４２．ＤＶ被害者支援養成講座「サポーター養成講座」 4 25 41 33 30 3

４３．ＤＶ被害者支援養成講座「びーらぶインストラクター養成講座」 6 25 29 22 21 1

98 1,051 1,632 1,130 470

　平成２8年度研修・学習事業　応募・受講人数等　　　　　　　　　　　　　　　

応募者数

合計 ４３講座（９８回）

定員事　　　業 講　　　座　　　名 回数

地域活動支援

９（３６）

家事育児支援

６（１３）

共同参画

１６（２４）

健康維持支援

５（１２）

就業勤労支援

６（１２）

主

　

　

　

催

　

　

　

講

　

　

　

座

主

　

　

　

催

　

　

　

講

　

　

　

座
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平成２８年度 千葉市男女共同参画センター事業体系図 
                                            

 

  調査・研究事業                                   仕事と生活の調和に関する意識調査 

  男女共同参画に関する施策の立案等の基礎資料とするため               みんなで考えよう！避難所のこと 男女共同参画の視点で 

  調査を実施する。                                 避難所運営を実践するための情報・ヒント集 

 

  情報収集提供事業                                 講座に関する資料展示、利用案内ツアー、おりがみ教室                                                                                  

情報資料センターにおいて、男女共同参画社会を促進するための            多様な就業形態に関する情報提供 

資料や情報を収集提供する。                                                 男女共同参画週間展示（6/23～6/29） 

テーマ別企画展示（年 4 回） 

                                         インターネット質問＆体験、初めてのインターネット講習 

 

研修・学習                 共同参画     講義         男女共同参画講座Ⅰ・Ⅱ 

男女共同参画社会推進に向けての学習の     (16)       (4)          女性のためのエンパワメント講座 

機会提供し、各種講座を実施する。(43)                            アサーティブ・トレーニング講座 
 

                出張          男女共同参画入門講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ｖ                                                                 

                                                         (12)                 若者のためのアサーティブ・トレーニング講座 

  若者のためのＤＶ予防講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ｖ 

イクメン出張講座 

 

家事支援                男性のための料理講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

（6）                女性のための子育て講座Ⅰ・Ⅱ 

                             男性のための介護講座                                                                                  

               

就業勤労支援              女性のための就職応援講座                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

（6）                   女性のための起業準備講座 

                              働く人のためのメンタルヘルス講座 

                  働く人が知っておきたい基礎知識講座 

                  働く女性のパワーアップセミナー 

働く人のためのアンガーマネージメント 

                   

健康維持支援               女性のための健康講座Ⅰ・Ⅱ 

  (5)                   女性のための自己防衛講座Ⅰ・Ⅱ  

                     子どものための健康セミナー（CAP） 

                                    

教    養               文学に学ぶ生き方講座                                                                                                                                                                                 

  (1)                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

                        地域活動支援             市民企画講座Ⅰ・Ⅱ 

(9)                               ファシリテーター養成講座 

                 託児ボランティア養成講座 

                   フォーラム実施講座 

防災ライセンス講座 

                                          防災ワークショップ 
 
                                ＤＶ被害者支援   ＤＶ被害者支援養成講座「サポーター養成講座」 

                                          ＤＶ被害者支援養成講座「びーらぶインストラクター養成講座」 

 

交流・啓発事業                                  情報誌の発行（年２回） 

 様々な活動を行っている団体等の情報交換、                    ハーモニーシアター（年４回） 

 交流を促進し自主的活動を支援する。                       自主活動の支援 

                                         ハーモニーサロン（年４回） 

                                         男女共同参画センターまつり（12/10､11） 

                                                                                                               ちば男女･みらいフォーラム実行委員会運営 

 

相談事業                                     女性電話・面接相談（弁護士月 2 回・医師相談月 1 回） 

 男女が抱える問題について幅広く相談に応じることでさまざまな悩み         男性電話相談（週１回） 

 の解決を支援する。                               他機関との連携                                          

                                          

自主事業                                      夫婦で楽しむストレッチ講座 

イベントホールをはじめとする施設の特色を活かした有料の講座や           夫婦で楽しむベビーマッサージ 

イベントを実施する。また、施設のＰＲも兼ねて利用促進を図る。(11)           ステップアップ！男の料理 

女性のためのリフレッシュヨガ 

                                                                               女性の起業ステップアップ（個別相談） 

コミュニケーションスキルアップ 

ファシリテーションスキルアップ 

アサーティブトレーニング（応用編） 

親子ふれあい体験Ⅰ（親子 de クラシック：午前) 

親子ふれあい体験Ⅱ（親子 de クラシック：午後） 

親子ふれあい体験Ⅲ（親子で楽しむ人形劇） 
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講 座 名 １ 
男女共同参画講座Ⅰ 

「学校で、職場で、地域で～ＬＧＢＴ（性的ﾏｲﾉﾘﾃｨ）を受けとめるには～」  

ねらい 

 「セクシュアル・マイノリティ」をテーマとして取り上げ、講師のみで

はなく、当事者やその家族と受講生とのディスカッションなどを通じて、

当事者やその家族の抱える悩みや葛藤を知り、LGBT に対して正しい理解

を深めることを目的とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１０月 ８日（土） 

14:00～16:00 
研修室Ａ１ 

定員 30 名 

 ＬＧＢＴとともに生きる 

～誰もがカミングアウトを 

受けとめるキャッチャーに～ 

NPO 法人共生社会をつくる 

ｾｸｼｭｱﾙ･ﾏｲﾉﾘﾃｨ支援全国ﾈｯﾄﾜｰｸ

代表理事 
原 ミナ汰 

 

心理カウンセラー 
熟田 桐子 

１８ 

２ 
１０月１５日（土） 

14:00～16:00 

孤立、いじめ、嫌がらせを防ぐには 

～まずは多様な性を想定した 

       環境づくりを～ 

原 ミナ汰 

 
LGBT 当事者の臨床心理士 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

大賀 一樹 

２３ 

３ 
１０月２２日（土） 

10:00～12:00 

LGBT ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰな居場所づくりに向けて 

～参加者みんなでﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ～ 

原 ミナ汰 

 
NPO 法人 LGBT の家族と友人

をつなぐ会 理事・会員 

小林 りょう子 

鈴木 美和 

１６ 

・講師の方々が LGBT 当事者や当事者の家族で構成されていたため、体験談などを交えての講義内

容となった。セクシュアル・マイノリティについての知識を得るにとどまらず、参加者（当事者）

が様々な悩みを抱えていることが分かり、共感をおぼえた受講者が多かった。 

講 座 名 ２ 
男女共同参画講座Ⅱ 

「みんなで考えよう！女性の活躍推進を阻む要因は何か」 

ねらい 

 『職務格差－女性の活躍推進を阻む要因はなにか』著者の大槻奈巳氏を

講師に迎え、女性活躍推進法が施行された背景や女性管理職がなぜ少ない

のか、性別役割分業意識などについて、さまざまな調査結果を踏まえ、国

際的な動向も交えつつ講義とグループワークで理解を深める。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

1 

1 月 21 日（土） 

10:00～12:00 

研修室 A1 

定員 90 名 

女性の活躍推進を阻む要因は何か 

聖心女子大学教 

大槻 奈巳 

男性 女性 計 

１ １１ １２ 

2 
1 月 28 日（土） 

10:00～12:00 
NPO 活動と金銭的報酬 １ ９ １０ 

3 
2 月 4 日（土） 

10:00～12:00 
男性の稼ぎ手段役割意識ほか ０ ９ ９ 

・少人数グループでの意見交換を折々に取り入れたので、受講者が学習に積極的に参加するかたちが

できた。また講師と受講者の双方向の意見交換も行われたので満足度が非常に高かった。 

・講師の話は、さまざまな調査に基づいた上での内容で説得力があった。 

・性別役割分業などについて男女双方の意識改革の必要性を認識してもらうことができた。 
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講 座 名 3 

女性のためのエンパワメント講座 

「大切な自分の心の傷つきを癒し、お互いに心地よい 

コミュニケーションを体験してみましょう」 

ねらい 

 社会的に抑圧され、生きづらさを抱えている女性を対象に、自分を癒す

ワークや、アサーティブコミュニケーションの基本を学び、心地よい人と

のつながりを体験することで、自己信頼を取り戻し、本人のエンパワメン

トにつなげる。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１月２８日（土） 

13:30～16:00 

研修室 A１ 

定員 25 名 

心の癒し～あなたの深い傷つき

はどこから来たのでしょう？ 

NPO 法人女性ネット 

Saya-Saya ほか 

佐藤 浩子 

男性 女性 計 

― 22 22 

２ 
２月 ４日（土） 

13:30～16:00 

パープルカフェ～あなたの 

人生で失ったもの、得たものは？ 
― 20 20 

３ 
２月１８日（土） 

13:30～16:00 

アサーティブコミュニケーション

～お互いを大事にできる心地よ

い関係とは？ 

― 19 19 

・講師の終始穏やかな口調と雰囲気で、受講生は少しずつ自分のペースで緊張をほぐしていくことが

できた。 

・どの回も、講師の話を聴く、受講生同士で話す、自分でワークシートに記入する、手を動かしてコ

ラージュをする、という活動がバランスよく入っていたことで、受講生は、2 時間半の時間も負担

に感じることなく過ごすことができた。 

講 座 名 ４ 
アサーティブ・トレーニング講座 

「伝えてみよう！自分の気持ちを自分の言葉で」 

ねらい 

自分も相手も尊重するコミュニケーションの方法であるアサーティブ

を実践的に学ぶことを通して、対人ストレスを軽減し、良好な人間関係を

構築していくためのコミュニケーションスキルを身につけることを目的

とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

７月２１日（木） 

10:00～12:00 
研修室Ａ１ 

定員 30 名 

アサーティブとは？ 

特定非営利活動法人 

ｱｻｰﾃｨﾌﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 

吉田 幸恵 

男性 女性 計 

２ 2３ 2５ 

２ 
７月２８日（木） 

10:00～12:00 
アサーティブの活用方法 

２ １９ ２１ 

３ 
８月 ４日（木） 

10:00～12:00 
アサーティブを実践してみよう 

１ 1９ ２０ 

・平日の午前に実施したこともあり、参加者の多くが女性であったが、３０代～70 代まで幅広い年

代においてアサーティブに対するニーズの高さが伺えた。参加者の満足度も非常に高く、全回通じ

てワークを中心に行うことで、実践的に学習することができた。 
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講 座 名 ５ 男女共同参画入門講座Ⅰ 

ねらい 

 事業所の役職員・従業員を対象としたセミナーを実施し、それぞれの職

場での女性活躍推進に役立ててもらう。 

（共催：一般社団法人 日本自動車連盟千葉支部） 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
９月１６日（金） 

14:00～16:00 

ポートプラザ千葉 

新常識！ 

これが女性の活躍する組織 

立教大学教授 

萩原 なつ子 

男性 女性 計 

８０ ３０ 110 

・管理職・役員層と、女性従業員に向けた講演を行うことができた。講師の評判もとてもよく、非常

によい連携ができた。 

・講師は、質問を投げかけながら会場をどんどん巻き込み、受講者の反応もよかった。仕事上のセミ

ナーだが、自分ごととして考えられたとの感想が多く、講演の効果を感じた。 

講 座 名 ６ 男女共同参画入門講座Ⅱ 

ねらい 

女性に対する暴力から身を守るため、さまざまな状況を想定して、小学

生でも効果的に対処できるように護身術を学ぶ。「青少年の日フェスタ」

関連イベントとして、小学１年生～４年生の女児とその母親を対象に実施

する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

９月１7 日（土） 

1３:30～1５:00 

生涯学習センター 

定員 12 名(6 組) 

おやこのための護身術体験  

ＦＯＲ ＧＩＲＬＳ 

Wen-Do Project 

大沼 もと子 

男性 女性 計 

― 10 10 

・定員を超える応募があった。少人数の講座で講師は一人ひとりの参加者とコミュニケーションをと

りやすかった。 

・母子で実技をしながら楽しく学び、知識を共有することで、いざという時に相談しやすい関係づく

りのきっかけとなった。さまざまな状況を想定し手首を掴まれたときのはずし方や声の出し方な

ど、どう対処するか実践的に学ぶことができた。心構えとして知っておくと役立つ護身術といえる。 
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講 座 名 ７ 男女共同参画入門講座Ⅲ 

ねらい 

女性に対する暴力から身を守るため、さまざまな状況を想定して、小学

生でも効果的に対処できるように護身術を学ぶ。千城台コミュニティセン

ターとの共催事業として、小学１～４年生の女児とその母親を対象に実施

する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１２月 ３日（土） 

1３:30～1５:00 

千城台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

定員 24 名(12 組) 

おやこのための護身術体験  

ＦＯＲ ＧＩＲＬＳ 

Wen-Do Project 

大沼 もと子 

男性 女性 計 

ー 22 22 

・声の出し方や呼吸法、安全な転び方、受け身の仕方など、講師が手本を示しながら、いざという時

に効果的な護身術を親子で体験してもらうことができた。初めて護身術を経験される方でも、すぐ

に使えるテクニックなので参加者には大変好評であった。 

講 座 名 ８ 男女共同参画入門講座Ⅳ 

ねらい 
ハラスメント研修の一環として、大学教職員向けに LGBT の基礎知識

について学ぶ講座を実施し、誰もが安心して学べる場づくりに役立てる。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
１２月２２日（木） 

15:00～16:10 

淑徳大学 

LGBT の基礎知識 

～誰もが安心して学べる場を

作るために～ 

NPO 法人共生社会を

つくるｾｸｼｬﾙ・ﾏｲﾉﾘﾃｨ

支援全国ﾈｯﾄﾜｰｸ 

代表理事 
原 ミナ汰 

男性 女性 計 

81 34 115 

・時間が限られていたため、事前アンケートに協力頂き、それを踏まえての講義となった。講師の話

は具体例を交えて分かりやすく、同時に的確な根拠も示したので、大変説得力のある講義だった。 

・「LGBT=分からない」で思考停止に陥ってしまいがちなところに、身近な話題を持ってくることで、

他の様々な問題との共通点を見出し、決して「知らない＝関係ない」問題ではないとの視点を多く

の方に持って頂くことができた。 
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講 座 名 ９ 男女共同参画入門講座Ⅴ 

ねらい 

管理職を含めた社員向け研修の一環として、「どのようなことがセクハ

ラに該当するのか」といった基礎知識から、男女雇用機会均等法、トラブ

ルとなった事例まで、セクシュアルハラスメントに関するさまざまな知識

を身に付ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
３月 １日（水） 

13:00～14:30 

千葉青果株式会社 

セクシュアルハラスメント

を「起こさない」「起こさせ

ない」 

特定社会保険労務士 

川上 美穂 

男性 女性 計 

５８ ６ ６４ 

・セクハラの法的責任や職場において行われる性的な言動とは何か、講師は具体例を挙げながらわか

りやすく解説した。また、チェックシートを使い、受講者自身の言動を振り返ることができた。セ

クハラを生まない職場について考えるきっかけとなり、受講者からは好評を得ることができた。 

講 座 名 １０ 若者のためのアサーティブ・トレーニング講座 

ねらい 

 中学生を対象に、アサーティブネスの基本から自分を大切にするコミュ

ニケーションを学ぶ。ワークシートを使って、自分の気持ちを話すこと、

相手の話を聴くことの大切さを実感してもらう。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
６月 ３日（金） 

10:10～11:４0 

千葉市教育ｾﾝﾀｰ 

気持ちを表現するための 

ウォーミングアップ 

ＮＰＯ法人ｳｨﾒﾝｽﾞ 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞちば理事 

馬渡 静枝 

男性 女性 計 

９ ６ １５ 

・自分の気持ちを話し、聞いてもらうことの大切さについて、講師は参加者の反応を確かめながら、わか

りやすく丁寧な説明をした。参加者にはペアワークなどでその大切さを実感してもらうことができた。 

・教育センター指導員からは、「子どもたちの話をしっかりと聴いてあげようと思いました」「子どもたち

にとって安心して話すことのできる相手になりたいと思います」などの感想が寄せられた。 
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講 座 名 １１ 若者のための DV 予防講座Ⅰ 

ねらい 

 デートＤＶは、親しい間柄で起こるため被害が潜在化しやすく、被害者

が声を出すまでは支援できず問題が深刻になる前に防ぐことが難しい。そ

こで、中学・高校・専門学校・大学等の若者を対象に、「暴力とは何か」

「暴力は身近に潜む犯罪となりうる行為であり、人権侵害にあたること」

「相手を尊重することとは」について考え、認識する機会を設ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 

９月 １日（木） 

9:30～10:30 

ちば愛犬動物 

フラワー学園 

1 年生 

デートＤＶ 

～お互いを大切にする関係とは～ 

NPO 法人 

レジリエンス 

西山 さつき 

栄田 千春 

男性 女性 計 

24 149 173 

・講師 2 名の派遣が可能だったため、２会場同時開催という先方の希望を実現できた。 

・夏休み中の学生にどう伝わるか不安もあったが、思ったより熱心に聴いてもらえたのが、感想から

も伝わってきた。担任教員にも聴いてもらえたのがよかった。 

講 座 名 １２ 若者のための DV 予防講座Ⅱ 

ねらい 

デートＤＶは、親しい間柄で起こるため被害が潜在化しやすく、被害者

が声を出すまでは支援できず問題が深刻になる前に防ぐことが難しい。そ

こで、中学・高校・専門学校・大学等の若者を対象に、「暴力とは何か」

「暴力は身近に潜む犯罪となりうる行為であり、人権侵害にあたること」

「相手を尊重することとは」について考え、認識する機会を設ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 

11 月 8 日（火） 

13:15～14:30 

中央介護福祉 

専門学校 

デートＤＶ 

～お互いを大切にするために～  

男女共同参画 

センター 

職員・相談員 

男性 女性 計 

11 12 23 

・学生の皆さんの反応が良く、積極的に聴いてもらうことができた。 

・実際に相談を受けている相談員が相談事例を話すことで説得力が増した。 

・自分の回りにも心当たりがあるという感想もあった。他人事ではないのだと理解してもらえた。 
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講 座 名 １３ 若者のための DV 予防講座Ⅲ 

ねらい 

 デートＤＶは、親しい間柄で起こるため被害が潜在化しやすく、被害者

が声を出すまでは支援できず問題が深刻になる前に防ぐことが難しい。そ

こで、中学・高校・専門学校・大学等の若者を対象に、「暴力とは何か」

「暴力は身近に潜む犯罪となりうる行為であり、人権侵害にあたること」

「相手を尊重することとは」について考え、認識する機会を設ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
１１月１１日（金）

16:15～17:45 

淑徳大学 

デートＤＶ 

～お互いを大切にするために～ 

NPO 法人ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ 

栄田 千春 

男性 女性 計 

8 9 17 

・デート DV についてどこかで耳にしたことがある学生が多かったが、詳しく知ったのは初めてだと

いう感想が多く見られた。 

・学生自身が話し合いに慣れていたこともあり、グループワークも積極的にできていた。講師の問い

かけによってさらに考えが深まったり、同じ学生同士でも違う意見を聞くことで新たな気づきもあ

ったようで、グループワークの効果は大きいと感じた。 

講 座 名 １４ 若者のための DV 予防講座Ⅳ 

ねらい 

 デートＤＶは、親しい間柄で起こるため被害が潜在化しやすく、被害者

が声を出すまでは支援できず問題が深刻になる前に防ぐことが難しい。そ

こで、中学・高校・専門学校・大学等の若者を対象に、「暴力とは何か」

「暴力は身近に潜む犯罪となりうる行為であり、人権侵害にあたること」

「相手を尊重することとは」について考え、認識する機会を設ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１月 ６日（金） 

9:00～10:30 

10:40～12:10 
 
1 月 11 日（水）

9:00～10:30 
 
1 月 18 日（水） 

10:40～12:10 
 
千葉女子専門学校 

デートＤＶ 

～お互いを大切にする関係とは～ 

NPO 法人ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ 

栄田 千春 

男性 女性 計 

― 17０ 17０ 

・講師が積極的に声をかけ、学生の反応を受け止めながらの授業を行うことができた。 

・親子関係や子どもの虐待などの事例に関連付けた感想もあった。知識を伝えるだけでなく、人間関

係のあり方について一人ひとりが考える時間になることが大切だと感じた。 



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 座 名 １５ 若者のための DV 予防講座Ⅴ 

ねらい 

 デートＤＶは、親しい間柄で起こるため被害が潜在化しやすく、被害者

が声を出すまでは支援できず問題が深刻になる前に防ぐことが難しい。そ

こで、中学生を対象に「暴力とは何か」「暴力は身近に潜む犯罪となりう

る行為であり、人権侵害にあたること」「相手を尊重することとは」につ

いて考え、認識する機会を設ける。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
２月２３日（木）

10:30～12:10 

幕張中学校 

デートＤＶって何？ 
ｱｳｪｱ認定ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

大迫 美津枝 

男性 女性 計 

63 64 127 

・講師の語り口はテンポよく軽快で、生徒は積極的に、授業に参加していた。 

・「楽しかった」「面白かった」という感想があったように、重くなりすぎずに授業を進めることがで

きた。 

講 座 名 １６ イクメン出張講座 

ねらい 

 男女共同参画社会において、男女が育児に携わることは重要なことであ

る。そこで、さまざま遊びを通して、お父さん（お母さん）に子どもとの

上手なかかわり方を学んでもらい、育児の楽しさを実感できる講座とす

る。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
１０月１５日（土） 

10:０0～11:00 

たかし保育園 

パパ・ママも 

いっしょに遊ぼう！ 

ＮＰＯ法人 

ﾀｲｶﾞｰﾏｽｸ基金理事 

久留島 太郎 

男性 女性 計 

５ ７ １２ 

・タオルや新聞紙など身の回りにあるものを使った遊びは、子どもとの上手な関わり方を考えるきっ

かけとなった。また、絵本の読み聞かせライブ（ギター演奏と歌）は、参加者が一体となって楽し

むことができた。 
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講 座 名 １７ 男性のための料理講座Ⅰ 

ねらい 

 男女共同参画社会形成において、男性が家事分担することは重要なこと

である。そこで男性初心者向けの料理講座を実施し、「つくる楽しさ」を

実感していただく。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

４月２８日（木） 

10:00～13:00 
料理実習室Ａ 

定員 12 名 

～初心者でも簡単 魚料理に挑戦～ 
千葉市食生活改善協

議会の方々 

男性 女性 計 

12 ― 12 

・複数の講師からきめ細やかな指導の下、基本から丁寧に学べた。また、受講希望者全員の参加者が

あり、受講者の満足度も非常に高かった。今後、家庭において実践したいという声が多く聞かれた。 

講 座 名 １８ 男性のための料理講座Ⅱ 

ねらい 

 子どもの夏休みを利用し、お父さんに子どもとふれあいながら楽しく

料理を体験していただき、料理作りの楽しさを学んでもらう。また１つ

の調理台に１組の親子と少人数に設定することにより、より丁寧に教わ

ることで男性の家事参加を促進する。  

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

7 月 30 日（土） 
10：00～１2：００ 

（午前の部） 

料理実習室Ａ 

定員 12 名(6 組)  
～父子で楽しく 

ピザを作ろう！～ 

千葉市食生活

改善協議会の

方々 

男性 女性 計 

９ ４ 
13 

(6 組) 

2 

7 月 30 日（土） 
13：30～１5：3０ 

（午後の部） 

料理実習室Ａ 

定員 12 名(6 組) 

９ ３ 
12 

(6 組) 

・「楽しくおいしいピザを作れた」「家族で料理作りを楽しみたい」という受講者の感想があり、満足

度が非常に高かった。講師陣の丁寧な指導により、料理の仕方をしっかり身につけることができた。 
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講 座 名 １９ 男性のための料理講座Ⅲ 

ねらい 

 男女共同参画社会形成において、男性が家事分担することは重要なこと

である。そこで男性初心者向けの料理講座を実施し、「つくる楽しさ」を

実感していただく。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１月２９日（日） 

10:00～13:00 
料理実習室Ａ 

定員 12 名 

～野菜たっぷりのヘルシーな 

中華丼を作ろう！～ 

千葉市食生活改善協

議会の方々 

男性 女性 計 

12 ― 12 

・複数の講師からきめ細やかな指導の下、基本から丁寧に学べた。受講者の満足度も非常に高く、「今

後も積極的に参加したい」、「家庭において実践したい」などという声が多く聞かれた。 

講 座 名 ２０ 
女性のための子育て講座Ⅰ 

「思春期から始める上手な子離れ」 

ねらい 
思春期の子どもの複雑な心を理解し上手なコミュニケーションの仕方

を学び、スムーズな子離れにつなぐ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

６月 2 日（木） 

10:00～12:00 

研修室 A１ 

定員 30 名 

SOS のサインを受け止めよう 

Ｍ’s ｒｏｏｍ代表 

メンタルケア心理専門士 

三浦 久美子 

男性 女性 計 

― 20 20 

２ 
6 月 9 日（木） 

10:00～12:00 
魔法のコミュニケーション ― 25 25 

３ 
6 月 16 日（木） 

10:00～12:00 
大人へのステップをサポート ― 22 22 

・子どもの暴言や反抗的な態度に戸惑っている母親にとって、同じ悩みを持つ者同士の交流は大きな

支えとなる。また、複数のワーク体験を取り入れたことにより、子どもの複雑な気持ちを理解する

ことができ、満足のいく内容となった。 
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講 座 名 ２１ 
女性のための子育て講座Ⅱ 

「イヤイヤ期を楽しむ！ママと子どものコミュニケーション」 

ねらい 

自我が芽生えだす子どものイヤイヤは母親にとってのイライラ期になり

がちである。母親が育児疲れでストレスをため込まないためにも、イヤイヤ

期の子どもの成長と気持ちを理解し、上手なコミュニケーションで楽しむ子

育てへ導く。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

9 月 15 日（木） 

13:30～15:30 

研修室 A2 

定員 12 名 

すくすく育て！ 

   小児科医の立場から 

まなこども 

クリニック院長 
原木 真名 

男性 女性 計 

― ８ ８ 

２ 
9 月 29 日（木） 

13:30～15:30 
イヤイヤの気持ちによりそう 

臨床心理士 

花澤 佳子 ― 12 12 

３ 

10 月 6 日（木） 

13:30～15:30 

研修室 A１ 

親子で夢中になる楽しい遊び 

NPO 法人 

子どもを育む会 

はらっぱ代表 
栗原 薫 

― 
9 組 

（母/子） 

9 組 

（母/子） 

・沢山甘えさせることやしっかり抱っこすることの意味、イヤイヤ期の子どもだからこそじっくり向

き合うことの重要性を伝えることができた。また、子育て中の母親同士の情報交換は自分の子育て

を見直す機会となるので、今後も交流できる場を提供していけるとよい。 

講 座 名 ２２ 
男性のための介護講座 

「これから訪れる介護に備えるために」 

ねらい 

講師に理学療法士、介護福祉士を迎え、介護する側、される側になって

から悩まないよう、すぐに役立つ知識や技術を身につけ、男女が共に支え

合う介護の大切さを学んでもらう。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

６月１1 日（土） 

10:00～12:00 
研修室Ａ１ 

定員 30 名 

介護の基本あれこれ 

（介護保険制度など） 
理学療法士 

大野谷 圭子 

男性 女性 計 

14 2 16 

２ 
6 月 11 日（土） 

13:30～15:30 

車いす・福祉用具の上手な使い

方・選び方 
13 1 14 

３ 
6 月 25 日（土） 

10:00～12:00 

男性の介護を考える 

（介護で孤立しないために） 

介護福祉士・ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

石井 英寿 13 2 15 

・全回とおして、講師の方々の講義及び実践は非常に有意義なものであり、介護について必要なこと

を充分に受講生に伝えることができた。 

・全体的にアットホームな感じで雰囲気も良く終えることができた。 
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講 座 名 ２３ 
女性のための就職応援講座 

「女性のための就活スタートアップセミナー」 

ねらい 

 女性は依然として子育てや介護等、ライフステージにおける影響が大き

く、男性とは違った視点での就業支援が必要であることから、女性を対象

とした就職支援を行うことを目的とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１０月 ７日（金） 

10:00～12:00 

研修室Ａ１ 

定員 30 名 

「自分」を知る 

希望も不安も言葉にしてみま

しょう 

KarikaCoaching 代表 

平田 香苗 

男性 女性 計 

― 11 11 

２ 
10 月 21 日（金） 

10:00～12:00 

働く前に知っておきたい 

税・社会保険のこと 

特定社会保険労務士 
川上 美穂 ― 15 15 

・広報に努めたが、定員には届かなかった。講座自体は出席率も良く、満足度も非常に高かった。 

・自分の振り返りと税・年金の基礎知識という２本立てで行ったので、ハローワークではできない講

座ができた。 

講 座 名 ２４ 
女性のための起業準備講座 

「起業で“夢”への一歩を踏みだそう！」 

ねらい 

「好きなこと」や「得意なこと」で、活躍したい！という女性を対象に

した起業の入門セミナーを実施する。 

「起業したいけど、何から始めればいいのか分からない？」、「夢をカタ

チにしたいが、どう進めてビジネスに結び付けたらいいのか」など、起業

に興味や関心をお持ちの女性に、起業の方法を知ってもらうきっかけとす

る。 

回数 日時 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１１月１１日（金） 

10:00～12:00 

研修室 A１ 

定員３０名 

起業の体験談と基礎知識① 

（心構えと準備） 株式会社 PLUS-Y   

代表取締役 

永田 洋子 

男性 女性 計 

― ２５ ２５ 

２ 
１１月１８日（金） 

10:00～12:00 

起業の基礎知識② 

（実践方法と手続き） 
― ２３ ２３ 

・女性の「起業」が身近に感じられると同時に、実際に起業した方の体験談もあり参加者一人ひとり

が起業という「夢」の準備に繋がった。 

また、本講座を受けた方を対象に、ステップアップ講座（自主事業）で個別相談を行う。 
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講 座 名 ２５ 
働く人のためのメンタルヘルス講座 

「職場で活かそう！ストレスマネジメント」 

ねらい 

最近では職場等における人間関係の不和・疲労等がストレスとなり、休

職や離職する人が増えていることから、ストレスが心身に及ぼす影響を学

び、ストレスマネジメントを通じて上手く対応できる方法の習得を目的と

する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１０月 ５日（水） 

18:30～20:30 
研修室Ａ１ 

定員 30 名 

ストレスによる 

こころとからだの変化 

NPO法人日本ﾒﾝﾀﾙﾍﾙ

ｽｹｱｻﾎﾟｰﾄ協会 ﾒﾝﾀﾙﾍ

ﾙｽﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

高野 真俊 

男性 女性 計 

５ ２５ ３０ 

２ 
１０月１２日（水） 

18:30～20:30 
思考のパターンとストレス ５ ２３ ２８ 

３ 
１０月１９日（水） 

18:30～20:30 
いろいろなストレス対処法を学ぼう  ５ ２５ ３０ 

・ストレスのメカニズムについての説明や自身の思考を改めて理解するためのワークシートの実施のほ

か、対処法の実践まで幅広く学習することができた。 

・夜間講座ではあったが、参加者の出席率も良く、ストレスへの関心の高さが伺えた。 

講 座 名 ２６ 

働く人が知っておきたい基礎知識講座 

「いきいきと働くための基礎知識 

～ﾊﾗｽﾒﾝﾄからﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽまで～」 

ねらい 

 男女が共に働きやすい職場づくりのために、現在働いている人やこれから

職に就こうとする人に知ってほしいセクハラ・パワハラやワーク・ライフ・

バランスなど労働に関わる基礎的な知識を身につけることを目的とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１１月３０日（水） 

19:00～20:30 
研修室Ａ１ 

定員 30 名 

 あなたの会社は大丈夫？ 

職場に潜むハラスメント 

シニア産業カウンセラー 
美野 直子 

男性 女性 計 

２ ６ ８ 

２ 
１２月１４日（水） 

19:00～20:30 

どう変わった？職場における 

ジェンダー格差の現状と対応 

千葉労働局雇用環境・均等室長 
加藤 孝子 ２ ５ ７ 

３ 
１月１８日（水） 

19:00～20:30 

自分らしく生きるために 

～ﾜｰｸﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽを通じて～ 

社会保険労務士法人ﾊｰﾓﾆｰ 代表 
徳永 康子 １ ３ ４ 

・ハラスメントやワーク・ライフ・バランスなど働く上で大切な知識を深めることができた。今回の

講座で学んだことをそれぞれの職場で活かし、男女ともに働きやすい環境づくりを進めてほしい。 
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講 座 名 ２７ 働く女性のためのパワーアップセミナー 

ねらい 

働く女性のキャリア形成のために、これから職場での立場が一歩前へ進

む可能性のある女性が管理職へのステップを一段ずつ登れるよう、自分の

コミュニケーションを見直し、リーダーシップの基礎を身につける。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

３月 ７日（火） 

14:30～16:30 

研修室 A１ 

定員２０名 

働く女性のための 

コミュニケーション講座 

株式会社ｴｲﾁｱｰﾙｺﾝｼｬｽ
代表取締役 

笠 朋子 

男性 女性 計 

― ７ ７ 

・受講者が定員に満たなかったため少数でワークを実施することとなった。結果としてきめ細かく講

師が受講者に対応することができた。 

・自分を見つめなおすコミュニケーションの講座は満足度が非常に高く、働く女性のキャリア形成の

ためにも必要な講座である。 

講 座 名 ２８ 働く人のためのアンガーマネジメント  

ねらい 

「アンガーマネジメント」を取り入れることでパワハラを防止し、働き

やすく成果の上がる環境づくりを目指すとともに、怒りなどを鎮める具体

的な方法を提示する講座とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

４月２４日（日） 

10:00～12:00 

研修室Ａ１ 

定員 ３０名 

パワハラ防止のための 

アンガーマネジメント入門 

一般社団法人 

ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ協会 

公認ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ  
菅野 昭子 

男性 女性 計 

７ １６ ２３ 

・各グループに分かれてワークの時間を入れ、怒りをコントロールする「アンガーマネジメント」の

具体的な手法を知って貰うことで、自身の考え方や行動を変えるきっかけ作りとなった。 

・講座に対する受講生の満足度は非常に高く、講座の終了後にも多くの受講生から講師への質問があ

った。 
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講 座 名 ２９ 
女性のための健康講座Ⅰ 

「低血圧のつらい症状！心身両面からケアしよう」 

ねらい 

リプロダクティブヘルス・ライツの視点から女性の健康を捉え、女性の

多くが感じている低血圧の症状から見えてくる女性特有の体の仕組みと

働きを理解し、適切なケアを心がけ症状を和らげる方法を学ぶ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

５月１３日（金） 

10:00～12:00 
研修室 A１ 

定員 30 名 

女性特有のホルモンバランス 

～リプロの視点を 

活かして考える～ 
川島助産院院長 

川島 広江 

男性 女性 計 

― 24 24 

２ 
５月２０日（金） 

10:00～12:00 
リプロの視点で見直す生活習慣 ― 25 25 

・リプロの視点から見た健康と権利は、学ばなければ気づかない場合が多く、女性が自分の健康に目

を向ける大切な一歩になった。 

講 座 名 ３０ 
女性のための健康講座Ⅱ 

「ハーブ＆食養生でカラダが喜ぶ生活」 

ねらい 

生きるために切り離すことのできない飲食から健康を考える。飲食の効

果と影響を知って毎日の生活の中に取り込めるよう、効率の良い摂り方に

ついても学ぶ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

10 月 20 日（木） 

10:00～12:00 
研修室 A１ 

定員 30 名 

ハーブの力でセルフケア 
ﾌｨﾄｾﾗﾋﾟｽﾄ 

ｱﾛﾏﾋﾞｭｰﾃｨｰｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
野口 花琉実 

男性 女性 計 

― 38 38 

2 
10 月 27 日（木） 

10:00～12:00 
体を慈しむ食養生 

帝京大学外国語学部専任講師 

閻 淑珍 ― 33 33 

・毎日の食生活に活かすことができる有益な情報を伝えることができた。また、自分の健康を見直す

きっかけにもなり、病気になる前の適切な改善策を得ることができた。 
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講 座 名 ３１ 
女性のための自己防衛講座Ⅰ 

「私の力に気づく！護身術体験」 

ねらい 

女性への犯罪が後を絶たない昨今、不安を抱えている女性が少なくな

い。声を出し体を動かす護身法を学ぶことで、女性がもともと持っている

心身の力を引き出し自信につなぐ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

５月 21 日（土） 

14:00～16:00 

フィットネスルーム 

定員 20 名 

イヤという気持ちを大切に 

Wen-Do Project 

大沼 もと子 

男性 女性 計 

― 18 18 

２ 
５月２8 日（土） 

14:00～16:00 
イザという場面の護身術 ― 16 16 

・難しい技を使わなくても危機的な場面から逃れる簡単な方法を学び、また選択肢を多く持つことで

自信につなぐことができた。 

講 座 名 ３２ 
女性のための自己防衛講座Ⅱ 

「大切な私！護身術で守るココロとカラダ」 

ねらい 

嫌な誘いや執拗な勧誘を上手に断る方法と人ごみや夜道に不安を覚え

た場合の対処方法を学ぶとともに、とっさの場面で自分を守るための護身

術を体験する。自分を守るための選択肢を増やして、心身共に健康で有意

義な毎日につなぐ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

12 月 1 日（木） 

10:00～12:00 

フィットネスルーム 

定員 20 名 

被害にあわないための 

自己主張トレーニング 

インパクト東京 

森山 奈央美 

男性 女性 計 

― 11 11 

２ 
12 月 8 日（木） 

10:00～12:00 

体験しよう！ 

まさかの場面の護身術 
― 11 11 

・自尊感情の重要性から入りメンタル面に働きかけ、嫌な誘いを断る実践に結びつけた。気持ちを強

く持つことで、護身術の習得もさらに意欲的なものになり、心身共に自分の持っている強さを引き

出すことができた。 
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講 座 名 ３３ 

子どものための健康セミナー 

「親子で学ぼう！ 

ＣＡＰ（子どものための暴力防止プログラム）」 

ねらい 

男女共同参画を進めるには、一人ひとりの尊厳を守り、暴力を防止す

ることの大切さを子どものときから伝えていくことが必要である。親子

で暴力防止について学ぶことのできる、ＣＡＰプログラム（子どものた

めの暴力防止プログラム）を実施することで、子どものときから男女共

同参画意識を育むきっかけ作りとする。 

回数 日時・場所 テーマ 講師 受講者数 

１ 
６月２０日（月） 

11:00～12:00 

ﾁｬｲﾙﾄﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ保育園 

おとなワークショップ 

ＥＮＪＯＹ ＣＡＰ 

男性 女性 計 

０ ２０ ２０ 

２ 
７月１９日（火） 

10:00～11:00 

就学前プログラム 

子どもの権利 
１０ ８ １８ 

３ 
７月２７日（水） 

10:00～11:00 

就学前プログラム 

知らない人対子どもの人形劇 
１２ ９ ２１ 

４ 
７月２９日（金） 

10:00～11:00 

就学前プログラム 

知っている人対子ども 
９ ９ １８ 

・年長の子たちにあわせたプログラムで「安心」「自信」「自由」を身につけることができた。 

・ロールプレイングにより、断り方など日常的に実践できることを身につけることができた。 

・就学前プログラムのワークショップ実施後、トークタイムを設け、講師が子どもたち一人ひとりか

らいろいろな話を聞き、必要なことは保育園にフィードバックすることができた。 

講 座 名 ３４ 文学に学ぶ生き方講座 

ねらい 
加賀美幸子名誉館長による文学講座。古典の登場人物から現代に通ずる普

遍的な生き方へのメッセージを感じ取る。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

２月１５日（水） 

14:00～16:00 

研修室Ａ１ 

定員５４名 

古典から見えてくる人間像 

～源氏物語より～ 

名誉館長 

加賀美 幸子 

男性 女性 計 

５ ４４ ４９ 

・源氏物語は受講者にもなじみがあり、物語の解説もわかりやすかった。 

・初めて古典を学んだ方も満足できる内容の講座であった。 
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講 座 名 ３５ 
市民企画講座Ⅰ 

「すぐ使える！体験して学ぶマナー講座」 

ねらい 

男女共同参画社会において、自身が「幸せ」をグッと引き寄せる方法の一

つに「マナー」を味方にすることがある。周囲や環境、相手への微妙なスト

レスの度合いにも配慮し、自分との距離・時間をグッと縮めることを実感す

ることで、色々なケースに対応できる扉が開くと考えられる。「マナーの大切

さ」を一緒に考え楽しく体験しながら、コミュニケーション力を身につける。 

企画運営団体：まな・カフェ 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

11 月 6 日（日） 

10:00～12:00 

研修室 A2 

定員 24 名 

「印象を決定する要素と 

ボディーランゲージ」 
まな・カフェ 

男性 女性 計 

２ １８ 20 

２ 
11 月１３日（日） 

10:00～12:00 

「情報は五感のどこから?身体

をつかって振り返り」 
2 8 １0 

・参加者の年齢層も広く、グループワークを取り入れるなどの工夫もあった。また、講座で学んだこ

と（マナー）をすぐに活用していこうという姿が感じられた。 

講 座 名 ３６ 
市民企画講座Ⅱ 

「びーらぶプログラム(地域版)」 

ねらい 

日々のもめごとや問題を子どもたち自身が解決できる力を持つことを目的

として、びーらぶプログラムの中から、肯定的な人間関係づくりにヒントと

なるプログラムを実施する。 

企画運営団体：びーらぶ♡チバ 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１月１５日（日） 

13:30～15:30 

研修室Ａ１ 

定員２５名 

プログラム紹介講座 

びーらぶ♡チバ 

男性 女性 計 

０ ２１ ２１ 

２ 

２月 12 日（日） 

13:30～15:00 

研修室Ａ１、Ａ２ 

定員 6 組 

だいじなわたし １ ５ ６ 

３ 

２月２５日（土） 

13:30～15:30 

研修室Ａ１、Ａ２ 

定員 8 組 

自分を守ろう！ ３ ７ １０ 

・自分が大切にされる嬉しさを実感してもらえた。 

・受講者に対し講座内容が伝わるよう、どのように広報するかが課題となった。 
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                     フォーラム実施講座の様子 

 

 

防災ワークショップの様子 

 

 

                              ファシリテーター養成講座の様子 

講 座 名 ３７ 
ファシリテーター養成講座 

「会議上手になろう」 

ねらい 

地域活動に参加するにあたり、話し合いは不可欠である。話し合いでは、
他者との違いを認めながら一人ひとりの意見を尊重することや、決められ
た時間のなかで多様な意見を引き出し、必要に応じて合意形成を図ること
が求められる。 
本講座では、参加型の学習を通して、話し合いの場での調整役を担うフ

ァシリテーターの技能を身につけてもらうことを目的とする。 
また、受講者の有志には、交流・啓発事業ハーモニーサロンのファシリ

テーターを務めていただき、実践の場とする。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

７月 ９日（土） 

10：00～12：00 

研修室Ａ１ 

定員３０名 

ファシリテーターとは？ 

特定非営利活動法人

国際ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

協会専務理事 

椿 景子 

男性 女性 計 

８ １９ ２７ 

2 
７月 ９日（土） 

13：00～15：00 
話し合いの基本 ８ １９ ２７ 

3 
７月１６日（土） 

10：00～12：00 

知りたい！ 

困った場面の切り抜け方 
５ ２２ 2７ 

4 
７月１６日（土） 

13：00～15：00 
ファシリテーターに挑戦！ ５ ２２ 2７ 

・意欲的な受講者が多く、満足度も非常に高い。講座後の実践の場、ハーモニーサロンでのファシリ

テーター参加希望は１４名と昨年度より５名多かった。 

・ファシリテーターとしての講師の姿を間近に学ぶことができたのは、受講者にとって大きな財産に

なったと思うので、今後さまざまな場面で活かしてほしい。 
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講 座 名 ３８ 託児ボランティア養成講座 

ねらい 

子育て中の方が自分の時間を持ち、男女共同参画センター主催講座等に参

加できるように、子どもを預かる“託児ボランティア”を養成する。保育体

験を交えながら、託児ボランティアの役割や、子どもの発達や遊びについて

学び、自主的に活動できる託児ボランティアのグループ化につなげる。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

9 月 15 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

定員 20 名 

子育てを取り巻く現状 
植草学園大学准教授 

小川 晶 

男性 女性 計 

２ 1７ １９ 

2 
9 月 29 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

子どもの成長と発達 

千葉市子育て 

支援館館長 

三須 初子 

2 １５ 1７ 

3 
10 月 6 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ１ 

子どもと楽しく遊ぶ方法 2 １５ 1７ 

4 
10 月 1３日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

安全に預かるための環境づくり 2 １７ １９ 

5 
10 月２０日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

子育て支援に活かせる！ 

コミュニケーション 
2 15 17 

6 10 月 2６日（水） 

～11 月４日（金） 

10：00～11：30 

市内保育所 

保育体験 
弁天保育所 

蘇我保育所 

2 1５ 1７ 

7 2 1２ 1４ 

8 
11 月 10 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ1 

危険に備える 
日本赤十字社 

千葉県支部 
2 1４ 1６ 

9 
11 月 17 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

保育体験を振り返って 
蘇我保育所長 

小俣 由佳理 2 １３ 1５ 

10 
11 月 24 日（木） 

10：00～12：00 

研修室Ａ2 

これからの活動につなげよう 

まとめ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ 

 

託児ボランティア 

2 1０ 12 

・子どもの発達についてや絵本の読み聞かせ・遊びについてなどの講義の他、市内保育所での体験や

普通救命講習といった豊富なテーマで展開した。どのテーマにおいても熱心に学ぶ姿が印象的であ

った。 

・実際の託児場面でどのように活かせるかを念頭に、前半の講義においても、グループ討議や実技を

交えた内容で展開した。皆、他受講者の話をじっくり聴きながら、意見交換できており、活動意欲

に満ちていた。終了後の新グループ結成につながった。 
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講 座 名 ３９ 
フォーラム実施講座 

～『聴く』ことから始める関係づくり～ 

ねらい 

 思いを寄せあい、ともに考える場としての「フォーラム」を実施するた

め、本講座は、対話の場における「聴く」ことの大切さに焦点をあて、講

義を聴き、体験的に学ぶことを目的とする。さらに、本講座受講生の中か

ら希望者を募り、平成２９年 6 月に開催する「ちば男女・みらいフォー

ラム」に実行委員として関わっていただく。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１月２２日（日） 

13:30～15:30 

研修室 A１ 

定員 30 名 

『聴く』という受けとめ 

淑徳大学教授 

米村 美奈 

男性 女性 計 

4 ２７ 3１ 

２ 
２月 ５日（日） 

13:30～15:30 
相手をわかるということ ３ ２６ ２９ 

３ 
２月１９日（日） 

13:30～15:30 
『聴く』ことから始める関係 ３ ２４ ２７ 

・講師の話は明快でテンポよく、年代・性別も様々な受講生の気持ちをつかんでいた。毎回、前回の

受講生の感想を取り上げて振り返りを行い、回を追うごとに、学びが深まっていくのを感じた。 

・各回ごとに後半をグループワークにあてることで、受講生自身がお互いに話し、聴くという実践の

場を設けることができた。満足度が非常に高かった。 

・フォーラム実行委員も 10 名近くの希望があり、講座当初の企図も達成することができた。 

講 座 名 ４０ 女性のための防災ライセンス講座 

ねらい 

 地域防災に男女共同参画の視点を取り入れることが必要不可欠である

ことから、災害に備えて男女が支え合える関係づくりを目的とする。なお、

本講座は女性を対象に、千葉市防災対策課との共催事業として実施。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

２ 

11 月  5 日（土） 

11 月 12 日（土） 

9:30～16:30 

研修室Ａ１ 

定員 40 名 

「男女共同参画の視点や要配慮

者の視点を取り入れた防災対策

について」ほか 

減災と男女共同参画 
研修推進センター 

共同代表 

浅野 幸子 

ほか 

男性 女性 計 

― １４ １４ 

・固定的性別役割分担意識に基づく日常的な慣行が変わらないと、災害時に男女共同参画の視点を反

映した対応をとることができない。普段から男女が共に参画して準備を進めていくことが必要であ

ると気づいてもらうことができた。 
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講 座 名 ４２ 
DV 被害者支援養成講座 

「サポーター養成講座」 

ねらい 

ＤＶという言葉は認知度が上がり、「ＤＶとは何か」は認識されつつあるが、その被害

者への支援に関してはいまだ不足がある。そこでサポーター養成講座では、ＤＶ支援先進

国である米国オレゴン州で使用されているマニュアルを用いて、体系的にＤＶや児童虐待

をはじめとした暴力の問題や支援者のあり方などについて学ぶ。また、びーらぶインスト

ラクター養成講座では、被害を受けた女性と子どもへの同時並行心理教育プログラム「び

ーらぶ」の講義・実践を経て、実施資格を得られる講座を実施する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

６月 ４日（土） 

９:30～16:30 

研修室Ａ１ 

定員２５名 

抑圧理論、性暴力、DV 

NPO 法人 Saya-Saya 

松本 和子 

波多野 律子 

 佐藤 浩子 

ほか 

男性 女性 計 

３ ３０ ３３ 

２ 
６月 ５日（日） 

９:30～16:30 

トラウマ、法律関係、 

アドボガシー・クライシス ２ ２８ ３０ 

３ 
６月１８日（土） 

９:30～16:30 

危機介入、子どもへの虐待、 

高齢者・障がいのある人々 ２ ２６ ２８ 

４ 
６月１９日（日） 

９:30～16:30 

加害者、多文化社会におけるＤＶ、千葉市

の支援体制、 

自己確認テスト(修了証) 
２ ２７ ２９ 

・サポーター養成講座は座学中心であるため、定員を超えてできるだけ受講者を受け入れた。 

・ＤＶ被害者を支援するための基本的な知識を体系的に学ぶことができた。 

・DV について学ぶ意欲の高い受講者が多く、出席率もよかった。 

 

講 座 名 ４１ 

防災ワークショップ 

だれもが安心できる避難所づくり 

～みんなで考えよう！防災と男女共同参画～ 

ねらい 

 男女共同参画の視点からの防災について理解を深め、避難所運営訓練（図上訓練）等を

実施する。避難所では様々な課題に直面することに気づき、女性に対する暴力を防ぐため

の措置などについて考えるきっかけとする。  

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

６月２６日（日） 

13:00～16:00 

研修室Ａ１ 

定員 30 名 

ワークショップ１日目 
・防災と男女共同参画 

・国際動向・国内政策ほか 

減災と男女共同参画研修
推進センター共同代表 

浅野 幸子 

男性 女性 計 

11 19 30 

２ 
７月１７日（日） 

10:00～16:00 

ワークショップ２日目 
・災害時要援護者・多様な立場の人

の支援について考える 

・災害時の暴力問題について 

・大規模災害時の避難所運営にトラ

イ！ほか 

10 18 28 

・熊本地震発生後の募集で、定員を上回る５４名の応募があった。男性より女性の応募が多く、女性

の防災に対する関心の高さが感じられた。 

・避難所でのよりよい対応について活発な意見交換が行われ、受講者同士で意見の共有が図られた 

ことは大変有意義であった。 
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講 座 名 ４３ 
DV 被害者支援養成講座 

「びーらぶインストラクター養成講座」 

ねらい 

ＤＶという言葉は認知度が上がり、「ＤＶとは何か」は認識されつつある

が、その被害者への支援に関してはいまだ不足がある。そこでサポーター養

成講座では、ＤＶ支援先進国である米国オレゴン州で使用されているマニュ

アルを用いて、体系的にＤＶや児童虐待をはじめとした暴力の問題や支援者

のあり方などについて学ぶ。また、びーらぶインストラクター養成講座では、

被害を受けた女性と子どもへの同時並行心理教育プログラム「びーらぶ」の

講義・実践を経て、実施資格を得られる講座を実施する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

7 月 ２日（土） 

９:30～16:30 

研修室 A1 

定員２５名 母親プログラムについて 

NPO 法人 Saya-Saya 

松本 和子 

佐藤 浩子 

ほか 

 

男性 女性 計 

１ ２０ ２１ 

２ 
7 月 ３日（日） 

９:30～16:30 
１ ２０ ２１ 

３ 
７月２３日（土） 

９:30～16:30 
子どもプログラム・ 

サポートスキルについて 

０ ２１ ２１ 

４ 
7 月２４日（日） 

９:30～16:30 
０ ２１ ２１ 

５ 
８月 ６日（土） 

９:00～16:30 
子どもプログラムについて・ 

認定式 

０ １９ １９ 

６ 
８月 ７日（日） 

９:30～16:30 
０ １９ １９ 

・ワーク中心の講座であり、受講者の出席率も高く、びーらぶプログラムについて学ぶことができた。 

・びーらぶプログラムはＤＶ被害を受けた母子のための同時並行心理教育プログラムであり、実際のプロ

グラムをワークでインストラクター役、参加する母子役として受けたことで、どのような言葉かけが大

切かなど実感できた。 

・びーらぶインストラクターの資格を１６名の方が取得することができた。今後はびーらぶプログラムの

インストラクターとして、DV 被害女性や子どものための活動を続けてほしい。 
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１１ 交流啓発事業 

平成２８年度は交流啓発事業として情報誌の発行、ハーモニーシアター、ハーモニー 

サロン、男女共同参画センターまつり及びは～もねっと登録等を実施した。 

 

（１）実施事業一覧表 

事業名 実施時期 

情報誌「みらい」第３３号 9月発行 

情報誌「みらい」第３４号 ３月発行 

ハーモニーシアターⅠ ６月２５日（土） 

ハーモニーシアターⅡ ７月１０日（日） 

ハーモニーシアターⅢ １１月２６日（土） 

ハーモニーシアターⅣ ３月１１日（土） 

ハーモニーサロン（全 4回） １０月８日（土）～１２月３日（土） 

男女共同参画週間関連展示 6月２３日（木）～３０日（木） 

男女共同参画センターまつり 12月 10日（土）・１1日（日） 

ちば男女・みらいフォーラム実行委員会 ２月１９日（日）、３月１９日（日） 

 

（２）情報誌発行 

男女共同参画センターの事業を広く周知し、幅広い参加・利用を得るために情報誌「みらい」

を発行した。 

 

月 号 数 掲  載  項  目 

９月 

 

 

 

第３３号 

 

 

特集：あなたは管理職になりたいですか？ 

   （「平成 27年度女性の“働くこと”についての調査」より） 

相談室のご案内 

情報資料センターから 

   ひとりひとりの「知りたい！」「困った！」解決のヒント 

講座レビュー：女性のための自己防衛講座ほか 

千葉市より 

   男女共同参画推進事業者を紹介します！ 

は～もねっと登録団体活動紹介コーナー 

 

発行部数：5,000部 Ａ４サイズ ８ページ 

３月 

 

 

   

第３４号 

 

特集：コミュニケーション～大切なのは「聴く」こと～ 

相談室よりご案内 

情報資料センターから 

「聴く」ことから生まれるもの 

講座レビュー：働く人のためのメンタルヘルス講座ほか 

千葉市より 

   「ちばイクボス同盟」を紹介します 

は～もねっと登録団体活動紹介コーナー 

 

発行部数：5,000部 Ａ４サイズ ８ページ 
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（３）ハーモニーシアター 

 

（４）ハーモニーサロン 

講 座 名 ハーモニーシアター 

ねらい 

男女共同参画社会形成を推進するための意識啓発の一環として映画上

映会を開催し、来場するみなさまに男女共同参画センターの取組みを広く

知ってもらう。年 4回実施。 

回数 日時 テーマ 参加者数 

１ 
６月２５日（土） 

13:30～15:45 

イベントホール 

「マダム・イン・ニューヨーク」 

来場者 親子室 

75 ０ 

２ 
7 月 10 日（日） 

10:00～15:00 

交流コーナー 

「世界で活躍する女性たちのメッセージ」 52 ０ 

３ 
11 月 2６日（土） 

13:30～15:40 

イベントホール 

「アラバマ物語」 90 ０ 

４ 
３月 11 日（土） 

13:30～14:30 

イベントホール 

「災害時要配慮者の支援に関するＤＶＤの上映と

講演会」 
42 ０ 

来場者計２５９名 

・ハーモニープラザの賑わいを創出するイベントに合わせ、第２回をサマーフェスティバル、第 3回

をハーモニープラザフェスタと同時開催で上映した。また、当センター主催講座等の案内チラシを

手渡し、ＰＲすることができた。 

事 業 名 ハーモニーサロン 

ねらい 

利用者に身近な話題を気軽に話せる場を提供し、男女共同参画センター事

業などに関心をもってもらうのと同時に、幅広い年齢層の利用者同士の交流

の機会とする。 

また、ファシリテーター養成講座にて、ファシリテーター（話し合いの場

の調整役）に必要なスキルを身につけた後、講座修了者（有志）の実践の場

としても活用する。 

回数 日時 テーマ 応募者・参加者 

１ 
10 月８日（土） 

10：00～12：00 

和室 1・2 

４０代からの心・身体と上手に付き合うコツ 

（女性対象） 

応募者 参加者 

  ９ ７ 

２ 
11 月 12 日（土） 

10：00～12：00 
子育て中の上手な時間の使い方 １0 ６ 

３ 
11 月 19 日（土） 

10：00～12：00 
どうする？親の介護をテーマに語ろう♪ ５ ３ 

４ 
12 月３日（土） 

10：00～12：00 

創作室 

語ろう♪３０代から始める！友だちづくり １３ ５ 

応募者計３７名、参加者計２１名、ファシリテーター１１名 

・少人数での実施となったが、つながりのある方同志では語り合えないテーマばかりで、「この場だから

こそ安心して話せた」と語る参加者が多かった。互いを尊重し合って話し合うことができた。 
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（５）千葉市男女共同参画センターまつり 

    開館日を記念して、千葉市男女共同参画週間の期間中に「千葉市男女共同参画センターまつり」       

   を開催した。（主催企画を５企画、市民団体企画を２５企画、参加人数延べ２，１８０名） 

 

 

主催企画 

１２月１０日（土） 

企 画 名 会  場 時 間 帯 参加費 

平田オリザさん講演会 

『わかりあえないことから』 
イベントホール 10：00～11：45 無 料 

本についてのひとことコメント 情報資料センター 9：00～21：00 無 料 

子ども・親子おりがみ教室 情報資料センター 10：00～15：00 無 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田オリザさん 講演会の様子 

 

１２月１１日（日） 

企 画 名 会  場 時 間 帯 参加費 

龍崎英子さん講演会 

『ゆたかな千葉の伝統郷土料理 

～太巻き祭りずし～』 

イベントホール 10：00～12：00 無 料 

アサーティブトレーニング講座 

紹介編 
研修室 A2 13：30～15：30 無 料 

本についてのひとことコメント 情報資料センター 9：00～16：３0 無 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍崎英子さん講演会の様子 
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市民団体企画 １２月１０日（土） 

場所 時間 主催団体 企画タイトル 企画内容 

３
階 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル 

13：30～ 

14：00 
オカチリマジック 

オカチリ英語で 

マジックショー 

楽しんでマジックを観ていたらそれが英語

だった。だから英語も一緒に好きになる事

を目指すマジックショー。 

14：00～ 

14：30 

千葉朗読サークル 

“風” 

菊池寛 原作 

仇討三態より 輪読 

主君・親兄弟を殺された恨みをはらす仇討

ち成功率はほんのわずかだったそうです。

さて今日の仇討の結末は？ 

14：30～ 

15：00 

千葉朗読サークル 

「わかば」 

千葉朗読サークル 

「わかば」朗読発表 

三浦哲郎作「とんかつ」を６名で読み継ぎま

す。 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム 

10：30～ 

11：30 

NPO 法人 

国際ボンディング協会 

千葉支部 

家族で楽しむベビー 

＆キッズマッサージ 

ふれあいの大切さ、楽しさ、心地良さを家族

みんなで楽しみましょう！優しいふれあい

は心を育てる栄養です。 

①13：00～ 

 14：30 

②15：30～ 

 17：00 

日本ｱｽﾘｰﾄｾﾗﾋﾟｽﾄ協会 

千葉支部 

銀座ｺｰﾁﾝｸﾞｽｸｰﾙ 船橋校 

ジュニアアスリート 

体と心のｻﾎﾟｰﾄ講座！ 

スポーツを頑張る子供のケガをしない体作

りには親の関りが大切です。家庭で簡単に

できるケア方法を伝えます。 

２
階 

研
修
室
Ａ
１ 

13：00～ 

15：00 
ちば女性会議 

映画「レッドマリア」 

上映とトーク 

この生きづらい世界の中で、いかに女たち

がカラダを張って生きているのかを見せる

女性賛歌。 

15：45～ 

17：30 

中日ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

推進協議委員会 

田島みわ先生の 

「統合医療美活ｾﾐﾅｰ」 

大妻女子大学講師、田島みわ先生による話

題の「統合医療美活ｾﾐﾅｰ」から、解り易い

御講義と後半は交流会。 

研
修
室
Ａ
２ 

13：30～ 

16：30 

SpaceF わひね/華の会

/maymay 企画 
アーティスティックセラピー  

『ジョハリの窓』を用いたアートワークで

自己肯定感を高める。講師が被災地で実践

してきたセラピーを紹介。 

研
修
室
Ａ
３ 

10：00～ 

12：00 
カモミールの会 

身近なテーマで“私”を 

考える 

身近にある「気になること」について「わた

し」を起点にジェンダーの視点で話し合う。 

13：20～ 

16：20 
楽花生 

ここちよい心のやりとり

（会話）をするには 

会話がうまくいかないと人間関係がこじれ

たり、気まずい気分になったりします。そ

こから抜け出す方法は！ 

ス
タ
ジ
オ
Ａ 

13：10～ 

15：30 
短歌ハーモニー 短歌に挑戦してみませんか  

自作の歌二首を提出し、お互いに鑑賞しま

す。初心者の方も短歌を詠んでみませんか。

作品持参大歓迎です。 

料
理
実
習
室
Ａ 

13：00～ 

15：30 
千葉市女性団体連絡会 

太巻き祭りずしに 

挑戦しよう！ 

千葉県を代表する郷土料理の一つである太

巻き祭りずし(椿の花)を巻いてみよう！ 

和
室 

①10：00～ 

 10：50 

千葉市助産師会 
助産師が応援！ 子産み・

子育て・女性の健康 

①産後の骨盤ケア 

②11：00～ 

 11：50 
②マタニティ・ヨ―ガ 

③10：00～ 

 11：50 

③お腹の赤ちゃんとの触れあい（妊婦とそ

の家族対象）、助産師との健康相談 

13：00～ 

14：30 
メディカルヨガ千葉 乳がんリハビリヨガ 

生きたなら、生きよう！をテーマにヨガの

ポーズに呼吸を用いて今後の生活に心・体

をゆるやかにしていきます。 
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市民団体企画 １２月１１日（日） 

 

１２月１０日（土）・１１日（日）共通 

場所 時間 主催団体 企画タイトル 企画内容 

１
階 

展
示
コ
ー
ナ
ー 

１０日（土） 

9：00～21：00 

１１日（日） 

9：00～16：30 

無国籍児を作らない為の

女性の会 

世界の人身売買の 

実情はこうだ！ 

人身売買なんて前世紀の話と思っている

“あなた”世界の実情はこうなんです。 

千葉美工和会 千葉美工和会展 

竹工芸、ワイヤーアート、割箸アート、フ

ラワーアート、押絵、房州彫などを展示し

ます。 

ねむの会 
乳がん視触診 

体験しませんか 
都合によりキャンセル 

工房りんどう 伝統工芸つまみ細工 
日本の伝統工芸であるつまみ細工を、後世

まで伝わっていくように活動しています。 

 

場所 時間 主催団体 企画タイトル 企画内容 

３
階 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル 

13：30～ 

14：00 
末広スマイルアロハ ハワイアンの演奏 

ハワイアン等のウクレレ等による演奏と唄

（一部フラ入り） 

14：00～ 

14：30 
きずな オカリナの演奏 

クラシック音楽、ポピュラー音楽をオカリ

ナで。 

14：30～ 

15：00 
親業エンドレス 

未来への財産 

～ストレスをためない

関係作り 

男女共同参画の実現に向けて！誰もが尊重

されるより豊かな人生・子育てのためのや

さしい親業３つの方法。 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム 

10：00～ 

16：20 
ハンドリフレの会スカイ 

ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞ実践講座 

（若返り運動編） 
都合によりキャンセル 

２
階 

研
修
室
Ａ
１ 

14：00～ 

15：00 
大正琴 鈴の会 

やさしい音色で心の 

ふれあい！ 

大正琴 鈴の会 

月のさばく、北の国から、青い山脈、クリ

スマスソングなどを演奏します。お琴と一

緒に歌いましょう。 

研
修
室
Ａ
２ 

10：00～ 

12：00 
親業エンドレス 

未来への財産 

～ストレスをためない

関係作り 

男女共同参画の実現に向けて！誰もが尊重

されるより豊かな人生・子育てのためのや

さしい親業３つの方法。 

ス
タ
ジ
オ
Ａ 

12：30～ 

15：40 
ナヘレ・トケ 

楽しもう！ 

ハワイアン演奏で！ 

ウクレレバックにハワイアンの名曲からナ

ツメロまで皆でワイワイガヤガヤ、歌って

奏でて楽しもう！ 

創
作
室 

①10：30～ 

 12：00 

②13：00～ 

 14：30 

バルーンレインボー 
バルーンアートで 

みんなを笑顔に！ 

プレゼントやパーティーに大人気のバルー

ンアート！簡単な犬、花、刀を作ってみま

せんか？初心者大歓迎です。 

和
室 

10：00～ 

12：00 

NPO 法人お産子育て 

向上委員会 

骨盤を意識した 

トコヨガ体操 

骨盤の歪みは全身の歪みにつながり、様々

な不調を引き起こします。歪みを整え、健

康な生活を送りましょう！ 
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（６）は～もねっと登録 

          男女共同参画社会実現に向けて活動している団体・グループの交流及びネットワーク形成 

        の支援、情報の発信・収集を目的に実施している。 

① 登録要件 

男女共同参画センター設置目的に沿った活動をしていること。 

営利活動を目的としない団体であること。 

特定の宗教の布教、特定の政党の支援を目的としない団体であること。 

② 登録項目 

グループ名称・代表者・設立年月日・電話番号・ＦＡＸ・ｅ－ｍａｉｌ・郵便番号・住所・活

動目的・活動内容・活動地域・活動日・入会資格・会費・会員数・会員構成・専門分野 

③ 登録後 

・は～もねっと登録団体交流会参加     ・男女共同参画センターまつり参加 

・情報誌「みらい」活動紹介コーナー掲載  ・情報誌、講座・イベント等のチラシ送付 

・交流コーナー設置のメールＢＯＸの貸出し ・交流コーナー事前予約受付 

・ハーモニープラザホームページに団体情報掲載  

④ 登録状況   

７３団体（平成２９年３月３１日現在） 

 

 

１２ 利用者懇談会  

 

（１）名称 

平成 2８年度 千葉市男女共同参画センター利用者懇談会 

 

（２）目的 

① 市民の方々から、千葉市男女共同参画センターの施設利用及び千葉市男女共同参画 

センターの催す行事について広く意見を求め、円滑な運営の参考とする 

② 千葉市男女共同参画センターの広報活動や主催事業への協力 

        

（３）人数 

 ７名 

 

（４）内容 

施設利用と実施事業について意見と感想 

 

（５）開催日時 

平成 2９年 3月４日（土） 

１３：３０～１５：００ 
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１３ 自主事業 

 

フィットネスルームや料理実習室など施設の特色を生かした有料講座、その他イベント 

ホールを使った賑わいを創出する有料イベントを実施した。 

 

 

事業 イ　ベ　ン　ト　名 回数 定員 応募者数 合計数 女性 男性

１．夫婦で楽しむストレッチ講座 1 20 10 10 5 5

２．夫婦で楽しむベビーマッサージ 1 20 18 18 11 7

３．ステップアップ！男の料理 1 6 6 6 6

４．女性のためのリフレッシュヨガ 1 20 22 20 20

５．女性の起業ステップアップ（個別相談） 1 12 12 8 8

６．コミュニケーションスキルアップ 1 20 25 25 19 6

７．ファシリテーションスキルアップ 1 20 19 19 15 4

８．アサーティブ・トレーニング（応用編） 1 16 19 17 14 3

９．親子ふれあい体験Ⅰ（親子deクラシック：午前） 1 160 200 200 165 35

10．親子ふれあい体験Ⅱ（親子deクラシック：午後） 1 160 95 95 80 15

11．親子ふれあい体験Ⅲ（親子で楽しむ人形劇） 1 140 121 121 85 36

合　計 11 594 547 539 422 117

　　　平成28年度自主事業　応募・受講人数等

受講者数

自
　
　
主
　
　
事
　
　
業

 

 

講 座 名 １ 夫婦で楽しむストレッチ講座 

ねらい 

日頃の家事や仕事で固くなった心と身体をゆったりとほぐしていく。家

庭でも続けられる簡単な手法を体験し、夫婦ふたりで協力しながら行うス

トレッチで、お互いの疲れを癒す時間を共有する。 

回数 日時 テーマ 講師 受講者数 

１ 

4 月２３日（土） 

1０:00～1２:00 

フィットネス 

ルーム 

定員 10 組 

 

心と身体を癒す！ 

 夫婦でストレッチ 

 

 
日本健美操協会顧問          
自力整体ナビゲーター 

鈴木 照子 

男性 女性 計 

５ ５ １０ 

・ふたり 1組で行うストレッチは、手を触れることで温かみと安心感を得ることができ、癒しの効

果が大きいと感じた。ひとりでは制限される動きも、パートナーと協力することで動きに幅がで

て、心地よさに加え信頼関係が深まったといえる。 
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講 座 名 ２ 夫婦で楽しむベビーマッサージ 

ねらい 

赤ちゃんに施すマッサージと赤ちゃんと一緒に手遊び歌でゆったりし

た時間を楽しむ。また、夫婦お互いのマッサージの心地よさを体感して

もらい家族の絆を深める。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

1 

8 月 27 日（土） 

10:00～11:30 

フィットネス 

ルーム 

定員 10 組 

ママもパパも一緒に！ 

赤ちゃんと遊ぼう 

国際ボンディング協会 

千葉支部 

秦 綾子  

加藤 由美子 

男性 女性 計 

７ １１ １８ 

・マッサージと手遊び歌を体験し、夫婦で子育てする楽しさと充実感を得ることができた。また、夫

婦間のハンドマッサージでは笑顔で会話も弾んだ。 

講 座 名 ３ ステップアップ！男の料理 

ねらい 

 男女共同参画形成において、男性が家事分担することは重要なことであ

る。そこで料理経験者向けの料理講座を実施し「つくる楽しさ」を実感し

ていただく。また、料理のレパートリーを広げ、腕を磨いてもらう。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

３月５日（日） 

10:00～13:00 
料理実習室Ａ 

定員６名 

～家庭でできる 

韓国料理に挑戦！～ 

韓国料理教室 主宰 

郡山 美智代 

男性 女性 計 

６ ― ６ 

・少人数で行い、きめ細やかな指導の下、楽しく韓国料理を作ることができた。受講者の満足度も 

高く、「今後も積極的に参加したい」、「家庭において実践したい」などという声が多く聞かれた。 
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講 座 名 ４ 女性のためのリフレッシュヨガ 

ねらい 

初心者のためのヨガレッスン。ゆっくりと身体をほぐし心を緩め、や

さしいヨガのポーズと深い呼吸で、今眠っている心と身体の機能を活性

化させる。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

8 月 20 日（土） 

10:00～12:00 

フィットネス 

ルーム 

定員 20 名 

ココロもカラダも 

しなやかに！ 

はじめてのヨガ体験 

 

ヨガ講師 

チャマッカラ 慈香 

男性 女性 計 

― ２0 20 

・初めて来館された方も多く、10 代～60 代まで幅広い層の方が受講した。 

・ヨガの象徴的なカタチに捉われ過ぎず、完成のポーズに至る過程の所作一つひとつに神経を集中さ

せる練習で、無心になる時間を過ごしてもらうことができた。職場や家庭での慌ただしい日々の中

でも、ストレス解消に活かせるアイテムのひとつとなった。 

講 座 名 5 女性の起業 ステップアップ（個別相談） 

ねらい 

 「女性のための起業準備講座」の受講者を対象に、講師との個別相談形

式の「ステップアップ講座」を開催し、受講生の一人ひとりが起業に向か

って一歩を踏み出すための機会を提供する。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１２月１０日（土） 

１２月１１日（日） 

9:１０～１６:００ 

研修室Ａ３ 

創作室 

定員 各６名 

起業で夢への一歩を 

踏みだそう！ 

ステップアップ編 

株式会社 

ＰＬＵＳ―Ｙ 

代表取締役 
永田 洋子 

男性 女性 計 

― ８ ８ 

・受講者は、前回の起業準備講座（起業で夢への一歩を踏みだそう！）の参加から個別相談というス

テップを踏むことで、事業の具体化や道筋などを見つけ出す機会となった。 
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講 座 名 ６ コミュニケーションスキルアップ 

ねらい 
よりよい人間関係を築くヒントとして、相手の想いや言葉を引き出す 

「質問力」を学ぶ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

２月２６日（日） 

13：30～15：30 

創作室 

定員 20 名 

会話が広がる！質問力講座 

～相手が話したくなる『聴き方』

のコツ 

and Cs 代表 

藤田 潮 

男性 女性 計 

６ １９ ２５ 

・30 代から 80 代まで幅広い年代の男女が参加した。「聴く」ことで信頼関係を築いたうえで「質問」す

ることにより、相手の可能性を広げていく（力を伸ばしていく）ことをグループワークを通じて学んだ。

受講者の満足度は非常に高く、大変好評であった。 

講 座 名 ７ ファシリテーションスキルアップ 

ねらい 
ファシリテーションを学んだことがある方を対象としたスキルアップ

の講座。ファシリテーションを生かしたリーダーシップについて学ぶ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

１０月２２日（土） 

13：30～16：30 

研修室Ａ１ 

定員 20 名 

チームの力を引き出す！ 

リーダーのための 

ファシリテーション 

 

特定非営利活動法人国際

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ協会専務理事 

椿 景子 
 

男性 女性 計 

４ １５ １９ 

・「ファシリテーション」への関心が高く、職場やグループ活動でのミーティングなど、具体的な活用場面

を持つ受講者が集まった。「理想のチーム」や「理想のチームにするのためのリーダーの役割」について、

グループで議論することで、リーダーシップとは一部の限られた人の能力という意識から、誰もが身に

つけ発揮できるものへと意識を変えていくことにつなげられた。受講者の満足度が非常に高く、大変好

評であった。 
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講 座 名 ８ アサーティブ・トレーニング（応用編） 

ねらい 

アサーティブトレーニング講座の応用編として、怒りを感じたときの適

切なコミュニケーションについて、たまった怒りを安全に表現する方法や

他人に怒りをぶつけられたときの対処法などを実践的に学ぶ。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 講師 受講者数 

１ 

９月１７日（土） 

10:00～12:00 
研修室Ａ１ 

定員１６名 

怒りの感情とｱｻｰﾃｨﾌﾞに向き合う 
特定非営利活動法人 

ｳｨﾒﾝｽﾞｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞちば 

馬渡 静枝 

男性 女性 計 

３ １４ １７ 

・怒りを単に相手へぶつけてしまっては怒りしか生み出さないが、自分の感情とアサーティブに向き

合うことによって、なぜ自分が怒っているのかを知ることや、相手への配慮の気持ちの大切さを学

ぶことができた。 

講 座 名 9 親子ふれあい体験Ⅰ 

ねらい 

イベントホールにおいて、親子が一緒に鑑賞や体験できる事業（本格的

なクラシック）を実施することで、男女共同参画センターの周知や施設利

用の促進及び来場者の増加を図る。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 出演者 参加者数 

１ 

２月１８日（土） 

10:30～11:3０ 

イベントホール 

定員 １６０名 

親子 deクラシックコンサート 

午前の部 

「０歳から楽しめる 

コンサート」 

ピアノ 

稲田 愛子 
 

ヴァイオリン 

有村 実保子 
 

歌・司会 

中島 小百合 

男性 女性 計 

３５ １６５ ２００ 

・千葉市男女共同参画センターの魅力を紹介するため、イベントホールにて親子を対象に本格的なク

ラシックコンサート（地元の女性アーティストを活用）を実施。 

０歳から大人まで幅広く来場し、聴く以外にリトミック・楽器紹介・体験など、大いに賑わいを見

せ、当センターに対して親しみや男女共同参画の周知が図れた。 

また、来場者のアンケート結果でも「満足」と言った評価が多く寄せられた。 
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講 座 名 １０ 親子ふれあい体験Ⅱ 

ねらい 

イベントホールにおいて、親子が一緒に鑑賞や体験できる事業（本格的

なクラシック）を実施することで、男女共同参画センターの周知や施設利

用の促進及び来場者の増加を図る。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 出演者 参加者数 

１ 

２月１８日（土） 

14:00～15:10 

イベントホール 

定員１６０名 

親子 de クラシックコンサート 

午後の部 

「小学生からの 

素敵な音楽会」 

ピアノ 

稲田 愛子 
 

ヴァイオリン 

有村 実保子 
 

歌・司会 

中島 小百合 

男性 女性 計 

１５ ８０ ９５ 

・千葉市男女共同参画センターの魅力を紹介するため、イベントホールにて親子を対象に本格的なク

ラシックコンサート（地元の女性アーティストを活用）を実施。 

小学生から大人まで幅広く来場し、大人向けの曲や楽器紹介・体験など賑わいを見せ、当センター

に対して親しみや男女共同参画の周知が図れた。 

また、来場者のアンケート結果でも「満足」と言った評価が多く寄せられた。 

抗 座 名 11 親子ふれあい体験Ⅲ 

ねらい 

 イベントホールにおいて、親子が気軽に鑑賞できる事業（人形劇）を 

実施することで、男女共同参画センターの周知や施設利用の促進、来場者

の増加を図る。 

回数 日時・場所・定員 テーマ 出演者 参加者数 

１ 

３月４日（土） 

10:15～11:45 

イベントホール 

定員 １4０名 

親子で楽しむ人形劇 

「おちょんすずめ」 
人形劇団あのね 

男性 女性 計 

３６ ８５ １２１ 

・千葉市男女共同参画センターの魅力を紹介するため、イベントホールにて親子を対象に手作りの人

形を使用する地元人形劇団の公演を実施した。 

・毎年、観劇を楽しみにしている親子も多く当センター各事業の周知を図ることができた。 

・展示コーナーにおいて日頃見られない舞台で使用する人形の展示を開催し更に賑わいを見せてい

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 














































